
さわやか福祉財団社会参加推進チーム・高連協事務局　玉置
電　話（03）5470-7751
メール  janca.jimu@sawayakazaidan.or.jp

お問合せ

　さわやか福祉財団が事務局を務める高齢社会ＮＧＯ連携協議会（高連協／
1998年設立・高齢社会への対応対策の推進を目的としたネットワーク団体）が、
６月に千葉市・幕張メッセで開催される第34回日本老年学会総会において、下
記の通り日本老年学会と共催で合同シンポジウムを行います。
　高連協の共同代表である当財団の清水肇子理事長らが登壇し、高連協の活動
を踏まえながら地域とのつながりや社会実装をテーマに講演いたします。
　当財団経由でもお申し込みが可能ですので、関心のある方はぜひご参加くだ
さい。

シンポジウムに高連協共同代表として
清水肇子理事長が登壇

シンポジウムに高連協共同代表として
清水肇子理事長が登壇

第34回日本老年学会総会

合同シンポジウム
「エイジフレンドリーな地域共生社会に向けて」

日本老年学会総会と共催

◆ 日  時：６月27日（金）～６月29日（日）
◆ 場  所：幕張メッセ（千葉県千葉市美浜区中瀬２-１）

ＪＲ京葉線「海浜幕張」駅から徒歩５分

● 合同シンポジウムは、６月27日（金）13:20～15:20　
　幕張メッセ国際会議場２F［201会議室］で行われます。

◆ 参加申込締切：６月20日（金）正午

※日本老年学会総会の詳細は下記ホームページからご確認ください。
　高齢社会ＮＧＯ連携協議会ホームページ　https://www.janca-jp.com/

高連協参加団体経由でのお申し込みは無料です。
詳しくは、下記担当へお問い合わせください。

登壇者    駒村康平氏（慶應義塾大学経済学部教授・
ファイナンシャル・ジェロントロジー研究センター長）

荒井秀典氏（日本老年学会理事長）
狩野光伸氏（岡山大学副学長）
清水肇子　（さわやか福祉財団理事長・高連協共同代表）
杉啓以子　（ＮＰＯ法人日本世代間交流協会会長・高連協理事）
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さわやか福祉財団社会参加推進チーム・高連協事務局　玉置
電　話（03）5470-7751
メール  janca.jimu@sawayakazaidan.or.jp

お問い合わせ

　当財団が事務局を務める高齢社会ＮＧＯ連携協議会（高連協／1998年設立・
高齢社会への対応対策の推進を目的としたネットワーク団体）が、６月に千葉
市・幕張メッセで開催される第34回日本老年学会総会において、下記の通り日
本老年学会と共催で合同シンポジウムを行います。
　高連協の共同代表である当財団の清水肇子理事長らが登壇し、高連協の活動
を踏まえながら地域とのつながりや社会実装をテーマに講演いたします。
　一般の方の参加も可能ですので、ご関心のある方はぜひお申込みください。

シンポジウムに高連協共同代表として
清水肇子理事長が登壇

シンポジウムに高連協共同代表として
清水肇子理事長が登壇

第34回日本老年学会総会

合同シンポジウム「エイジフレンドリーな地域共生社会に向けて」

日本老年学会学術集会と共催

◆ 日  時：６月27日（金）～６月29日（日）
◆ 場  所：幕張メッセ（千葉県千葉市美浜区中瀬２-１）

ＪＲ京葉線「海浜幕張」駅から徒歩５分

● 合同シンポジウムは、６月27日（金）13:20～15:20　
　幕張メッセ国際会議場２F［201会議室］で行われます。

◆ 参加申込締切：６月20日（金）正午

※日本老年学会総会の詳細は下記ホームページからご確認ください。
　高齢社会ＮＧＯ連携協議会ホームページ　https://www.janca-jp.com/

高連協参加団体経由でのお申し込みは無料です。
詳しくは、下記担当へお問い合わせください。

＜登壇者＞  駒村康平氏（ファイナンシャル・ジェロントロジー研究センター長・
慶應義塾大学経済学部教授）

荒井秀典氏（日本老年学会理事長）
狩野光伸氏（岡山大学副学長）
清水肇子　（高連協共同代表）
杉啓以子　（高連協理事）

5

令
和
7
年
5
月
10
日
発
行

（
毎
月
１
回
10
日
発
行
）

東
京
都
港
区
芝
公
園
2‐6‐8

日
本
女
子
会
館
７
階

発
行
人  

清
水
肇
子

発
行
元  

公
益
財
団
法
人
さ
わ
や
か
福
祉
財
団 

通
巻
381
号

〒105
-0011

● 

2
0
2
5
年
5
月
号 

●

さ
ぁ
、言
お
う

令和7年5月10日発行（毎月1回10日発行）　通巻381号　

人生100年時代  共生社会の生き方情報誌人生100年時代  共生社会の生き方情報誌

画像 01 背 2.0mm

5月号-表1・表4-01.indd   すべてのページ5月号-表1・表4-01.indd   すべてのページ 2025/04/30   9:472025/04/30   9:47



通巻381号
　

表 紙 絵
編集担当
取材協力
イラスト
レイアウト
印 刷 所

2025年5月10日発行
（毎月1回10日発行）
池田げんえい
塩瀬潔泉
七七舎
福島康子
菊池ゆかり
日本印刷株式会社

5月号
発 行 人
発 行 元

清水肇子
公益財団法人さわやか福祉財団
〒105-0011　
東京都港区芝公園2-6-8 日本女子会館7階
Tel（03）5470-7751  Fax（03）5470-7755
E-mail pr@sawayakazaidan.or.jp
https://www.sawayakazaidan.or.jp
Printed in Japan　

無断複写・無断転載はご遠慮ください©

助け合いを
広げよう！

ひと とりご
新

斉
藤

　節
子

協
議
体
の
活
動
、
始
め
て
十
年

何
か
変
わ
っ
た
だ
ろ
う
か

仲
間
と
出
会
っ
た

　地
域
の
こ
と
を
話
す
場
が
で
き
た

自
分
が
い
て
い
い
ん
だ
と
思
え
る
場
所
を
見
つ
け
た
人
が
い
る

今
ま
で
言
え
な
か
っ
た
「
助
け
て
」
が
言
え
る
よ
う
に
な
っ
た
人
が
い
る

ゴ
ー
ル
は
み
え
な
い

　あ
る
の
か
も
わ
か
ら
な
い

で
も
始
め
な
い
と
何
も
変
わ
ら
な
い

●山梨県南アルプス市元第１層生活支援コーディネーター
最近、地域の短歌の会に入れていただきました。80代、
90代の方々が日々の出来事を瑞々しい歌に詠んでいる姿
に勇気をいただいています。

2025年度 
全国交流フォーラム開催のお知らせ

2025年７月2８日（月）

さわやか福祉財団

　当財団の「新しいふれあい社会づくり」をご支援いただい
ている皆様と一堂に会し、幅広い情報交換と交流を目的とし
た今年度の全国交流フォーラムを開催いたします。

●  詳細は決まり次第、財団ホームページに掲載いたします。
● さわやかパートナーをはじめとするご支援者の皆様には、別途案内状を郵送
いたしますので、お申し込みはそちらをご利用ください。

第１部  さわやかフォーラム　事業報告、トーク等
第２部  さわやか交流会　交流パーティー

第１部：KFC Hall　第２部：第一ホテル両国
（東京都墨田区  都営地下鉄「両国」駅・ＪＲ「両国」駅最寄り）

第１部：無料
第２部：運営協力金として2,000円（当日受付にて）

電話（03）5470-7751　全国交流フォーラム（担当：中村）お問合せ

皆様のご参加をお待ちしています ！

当日は、故堀田力前会長に関する展示も行う予定です

概 要

場 所

参加費

（写真は昨年の
　全国交流フォーラムの様子）
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みんなで考え、創り上げる
高齢化が進む移住地の助け合い

Ｇ・小さな支え合い （栃木県那須町）

4 広げよう つなげよう 地域助け合い 活動の現場から

18 新シリーズ 1定年、その先へ ―地域とのつながり方

会社と社宅を往復するだけの人生からの転換
一般社団法人定年後研究所所長  池口  武志

助け合いを広げよう　 新・ひとりごと   ● 斉藤　節子！

　さわやか書棚
　みんなの広場 /投稿募集
　さわやかパートナーのご案内/表紙絵から

20

36

38
「地域助け合い基金」
助成先のご紹介／状況のご報告
ご支援ありがとうございます。
さわやかパートナー（賛助会員）・
ご寄付者の皆様のご紹介
ＮＥＷＳ＆にゅーす
活動日記（抄）

14

22

23
25

新しいふれあい社会づくりに向けて

「地域共生社会　住民主導で」
清水  肇子

2 新しいふれあい社会 実現への道

10

「やってごらん」で子どもが成長　
自然体で遊べる場づくり

フリースペース／親子応援サロン なないろ（千葉県木更津市） 

子どもと一緒に地域で輝こういきいき  わくわく

5月号-目次.indd   25月号-目次.indd   2 2025/04/30   11:042025/04/30   11:04



　
先
月
4
月
25
日
、
東
京
・
港
区
の
増
上
寺
に
お
い
て
、
昨
年
11
月
24
日
に
90
歳
で
逝
去
さ
れ
た
さ
わ
や
か
福

祉
財
団
の
創
設
者
で
あ
る
堀
田
力
前
会
長
の
偲
ぶ
会
を
行
っ
た
。
脳
梗
塞
に
襲
わ
れ
、
当
財
団
の
役
職
を
一
切

離
れ
た
あ
と
も
永
世
名
誉
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
活
動
を
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
堀
田
さ
ん
は
、
ず
っ
と
以

前
か
ら
自
身
の
葬
儀
に
つ
い
て
、
「
自
分
で
は
本
来
ま
っ
た
く
不
要
だ
け
れ
ど
、
何
ら
か
の
お
礼
の
機
会
が
必

要
か
と
も
思
う
の
で
、
将
来
に
向
け
て
明
る
く
語
り
合
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
機
会
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
」
と
、

折
々
に
語
っ
て
い
た
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、
三
十
数
年
に
わ
た
り
全
国
の
本
当
に
多
く
の
皆
様
と
共
に
歩
ん
で

き
た
取
り
組
み
が
、
さ
ら
に
進
む
こ
と
を
心
か
ら
願
い
、
応
援
し
て
く
れ
て
い
た
。

　
人
生
1
0
0
年
と
い
わ
れ
る
時
代
、
ま
だ
ま
だ
活
動
を
見
守
っ
て
い
た
だ
き
た
か
っ
た
と
本
当
に
残
念
で
な

ら
な
い
が
、
思
い
を
受
け
継
い
で
さ
ら
に
ふ
れ
あ
い
社
会
実
現
へ
の
道
を
歩
ん
で
い
く
こ
と
が
一
番
の
供
養
に

な
る
と
、
多
く
の
方
々
が
口
々
に
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
が
何
と
も
心
強
か
っ
た
。

　
堀
田
さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
社
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
理
念
や
仕
組
み
を
強
力
に
提
言
し
て
き
た
が
、

そ
の
思
い
が
伝
わ
る
言
葉
を
本
稿
で
も
改
め
て
ご
紹
介
し
た
い
。

　

―
地
域
共
生
社
会　
住
民
主
導
で
―　
堀
田　
力

「
私
は
日
本
の
進
む
方
向
は
、
地
域
共
生
社
会
し
か
な
い
と
考
え
て
い
る
。
共
助
・
共
生
の
交
わ
り
の
中
で
、

新
し
い
ふ
れ
あ
い
社
会
　
実
現
へ
の
道

 

さ
わ
や
か
福
祉
財
団  

理
事
長  

清
水  

肇
子

「
地
域
共
生
社
会
　
住
民
主
導
で
」

2025.5 2
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す
べ
て
の
人
が
そ
れ
ぞ
れ
に
自
分
の
持
て
る
能
力
を
生
か
し
、
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
が
、
す
べ
て
の
人
に

最
高
の
幸
せ
を
も
た
ら
す
と
信
じ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
共
助
・
共
生
の
社
会
を
創
っ
て
い
く
の
は
住
民
で
あ
っ
て
、
住
民
が
動
か
な
け
れ
ば
地
域
共
生
社

会
は
実
現
し
な
い
と
考
え
て
い
る
。
政
治
や
行
政
が
地
域
共
生
や
地
方
創
生
の
旗
を
振
り
、
予
算
を
付
け
る
だ

け
で
は
政
策
は
実
現
し
な
い
。
で
は
、
住
民
は
、
ど
う
す
れ
ば
動
く
の
か
。
そ
れ
は
、
自
分
に
と
っ
て
幸
せ
を

も
た
ら
す
の
は
地
域
共
生
の
生
き
方
し
か
な
い
と
わ
か
っ
た
時
で
あ
ろ
う
。
有
志
と
手
を
組
ん
で
、
住
民
の
思

い
を
形
に
し
て
い
き
た
い
」
（
2
0
2
1
年
5
月
21
日
付　
信
濃
毎
日
新
聞
「
多
思
彩
々
」
か
ら
一
部
抜
粋
）

「
誰
も
が
持
っ
て
い
る
能
力
を
活
か
せ
る
社
会
、
『
助
か
っ
て
る
よ
、
あ
り
が
と
う
、
す
ば
ら
し
い
ね
』、
そ

ん
な
言
葉
を
い
き
い
き
と
掛
け
合
え
る
社
会
こ
そ
が
、
冷
た
い
競
争
社
会
に
比
べ
て
、
ず
っ
と
み
ん
な
が
幸
せ

に
な
る
社
会
で
す
。
私
自
身
が
病
気
を
し
て
、
改
め
て
助
け
合
い
は
こ
ん
な
に
も
人
を
安
心
さ
せ
て
く
れ
る
、

幸
せ
に
す
る
も
の
な
の
だ
と
、
心
底
実
感
し
て
い
ま
す
」
（
23
年
3
月
の
退
任
時
の
挨
拶
か
ら
一
部
抜
粋
）

　
偲
ぶ
会
で
は
、
Ｊ
リ
ー
グ
初
代
チ
ェ
ア
マ
ン
の
川
淵
三
郎
さ
ん
、
ア
フ
ラ
ッ
ク
（
日
本
社
）
創
業
者
の
大
竹

美
喜
さ
ん
、
神
奈
川
大
学
名
誉
教
授
の
松
岡
紀
雄
さ
ん
、
（
一
社
）
医
療
介
護
福
祉
政
策
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
理

事
長
の
中
村
秀
一
さ
ん
、
（
社
福
）
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
の
村
木
厚
子
さ
ん
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
葬
送
の
自

由
を
す
す
め
る
会
会
長
・
弁
護
士
の
中
村
裕
二
さ
ん
、
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
神
戸
理
事
長
の
中
村
順
子
さ
ん
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
れ
あ
い
天
童
理
事
長
の
加
藤
由
紀
子
さ
ん
が
、
本
当
に
心

に
沁
み
る
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
に
向
け
て
皆
の
気
持
ち
を
鼓
舞
し
て
く
れ
る
あ
た
た
か
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ

て
く
だ
さ
っ
た
。
そ
の
概
要
は
、
来
る
7
月
28
日
の
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
も
ご
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

　
さ
わ
や
か
パ
ー
ト
ナ
ー
の
皆
様
も
地
域
づ
く
り
関
係
者
の
皆
様
も
ど
う
ぞ
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
み
ん
な
で
あ
た
た
か
な
ふ
れ
あ
い
社
会
づ
く
り
の
実
践
を
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

2025.53
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広
げ
よ
う  

つ
な
げ
よ
う  

地
域
助
け
合
い

活
動
の
現
場
か
ら

み
ん
な
で
考
え
、
創
り
上
げ
る

高
齢
化
が
進
む
移
住
地
の
助
け
合
い

Ｇ
グ
ル
ー
プ

・
小
さ
な
支
え
合
い
（
栃
木
県
那
須
町
）

42025.5

　

栃
木
県
北
部
に
位
置
し
、
雄
大
な
那
須
連
山
の
麓
に
広
が
る
那
須
町
。
別
荘
地
と
し
て
人
気
が
高
く
、
都
会
か
ら
移
り
住

ん
で
き
た
人
も
多
い
。
だ
が
、
こ
の
癒
や
し
の
地
に
も
高
齢
化
の
波
は
押
し
寄
せ
、
今
や
高
齢
化
率
は
約
43
％
。
県
内
25
市

町
中
２
位
と
い
う
高
さ
だ
。
そ
の
時
代
の
流
れ
を
敏
感
に
キ
ャ
ッ
チ
し
て
、
「
住
民
同
士
の
助
け
合
い
活
動
は
不
可
欠
」
と

の
意
識
を
高
め
、
2
0
2
3
年
4
月
に
設
立
さ
れ
た
の
が
「
Ｇ
・
小
さ
な
支
え
合
い
」
だ
。�

（
取
材
・
文
／
境
　
朗
子
）

　

ま
る
で
緑
の
ト
ン
ネ
ル
の
よ
う
な
道
路
を

車
で
走
り
抜
け
る
と
、
自
然
と
調
和
す
る
よ

う
に
点
在
す
る
別
荘
風
の
お
し
ゃ
れ
な
建
物

が
目
に
入
る
。
そ
の
う
ち
の
1
軒
が
こ
の
日

の
利
用
者
会
員
、
垣
本
早
苗
さ
ん
（
84
歳
）

宅
だ
。
キ
ッ
チ
ン
で
は
「
Ｇ
・
小
さ
な
支
え

合
い
」
（
以
下
、
「
支
え
合
い
」
）
の
支
援

者
会
員
・
小
境
幸
子
さ
ん
（
67
歳
）
が
食
器

棚
を
て
き
ぱ
き
と
掃
除
中
。
傍
ら
で
は
垣
本

さ
ん
が
穏
や
か
な
表
情
で
手
順
を
伝
え
て
い

る
。
た
ち
ま
ち
食
器
棚
は
ピ
カ
ピ
カ
に
整
え

ら
れ
、
2
人
と
も
満
足
げ
に
顔
を
見
合
わ
せ

る
。

お
互
い
に
気
遣
っ
て
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き
っ
か
け
だ
。

「
田
舎
暮
ら
し
を
し
よ
う
と
神
奈
川
か
ら
那

須
に
夫
婦
で
移
っ
て
き
た
の
は
26
年
前
。
私

は
若
い
頃
、
リ
ウ
マ
チ
で
体
が
動
き
づ
ら
く

な
り
、
那
須
で
も
い
ろ
ん
な
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

や
居
場
所
を
利
用
し
て
き
ま
し
た
。
大
切
に

し
て
い
る
の
は
社
会
と
の
つ
な
が
り
で
、
デ

イ
な
ど
で
も
人
の
お
役
に
立
ち
た
く
て
、
で

き
る
だ
け
ス
タ
ッ
フ
の
方
と
一
緒
に
お
手
伝

い
を
し
て
き
た
つ
も
り
。
だ
か
ら
『
支
え
合

い
』
の
考
え
方
に
と
て
も
共
感
し
ま
し
た
」

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
の
と
違

っ
て
、
柔
軟
性
が
あ
る
の
が
い
い
と
垣
本
さ

ん
は
言
う
。
ス
マ
ホ
を
買
い
替
え
た
く
て
、

「
支
え
合
い
」
の
支
援
者
会
員
・
立
川
巌
さ

ん
（
77
歳
）
と
一
緒
に
店
へ
行
き
、
傍
ら
で

「
ま
だ
買
い
換
え
不
要
」
と
い
う
的
確
で
率

直
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
た
こ
と
も
。

「
今
は
週
1
回
、
小
境
さ
ん
に
窓
拭
き
や
衣

替
え
な
ど
を
頼
ん
で
い
ま
す
が
、
室
内
作
業

で
も
寒
い
と
き
や
天
候
が
悪
く
な
る
と
き
は

お
願
い
し
て
い
ま
せ
ん
。
だ
っ
て
、
『
支
え

合
い
』
の
ほ
と
ん
ど
の
支
援
者
は
高
齢
者
で

す
か
ら
。
お
互
い
に
気
遣
っ
て
、
無
理
な
こ

と
は
し
な
い
、
言
わ
な
い
こ
と
が
大
事
ね
。

一
番
お
願
い
し
た
い
の
は
、
『
支
え
合
い
』

が
長
く
続
い
て
い
く
こ
と
」
と
話
す
。

　

小
境
さ
ん
は
「
垣
本
さ
ん
は
人
生
の
先
輩
。

話
題
が
豊
富
だ
し
、
お
宅
へ
う
か
が
う
の
が

楽
し
く
て
。
自
分
も
い
ず
れ
は
支
え
て
も
ら

う
側
に
な
り
ま
す
か
ら
勉
強
に
な
り
ま
す
」

と
明
る
く
話
す
。

「
支
え
合
い
」
の
誕
生
に
は
ど
ん
な
背
景
や

住
民
の
思
い
が
あ
っ
た
の
か
。
那
須
町
の
南

東
部
は
里
山
の
農
村
風
景
が
広
が
り
、
大
半

の
住
民
は
地
縁
・
血
縁
で
結
ば
れ
た
昔
な
が

ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
、
助
け
合
い
が
根
づ

い
て
い
る
と
い
う
。
一
方
、
「
支
え
合
い
」

が
活
動
す
る
北
西
部
の
高
原
地
区
は
都
会
か

　

垣
本
さ
ん
が
「
支
え
合
い
」
を
利
用
し
始

め
た
の
は
1
年
前
。
同
グ
ル
ー
プ
の
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
で
副
代
表
の
荒
木
純
子
さ
ん

（
76
歳
・
さ
わ
や
か
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

が
昨
年
ま
で
主
宰
し
て
い
た
居
場
所
「
ゆ
っ

く
り
サ
ロ
ン
」
に
長
く
参
加
し
て
い
た
の
が

「支え合い」の支援者会員・小境
さん（左）と利用者会員・垣本さ
ん（右） 小境さんが食器棚をピカピカに

困
り
事
は
、
待
っ
た
な
し
の
自
分
事

体
制
整
備
事
業
を
活
用
し
て
活
動
創
出
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前
か
ら
那
須
に
住
み
、
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
活

動
に
携
わ
っ
て
き
た
荒
木
さ
ん
だ
。
同
会
は

住
民
主
体
の
支
え
合
い
・
助
け
合
い
活
動
を

推
進
す
べ
く
、
先
進
地
を
視
察
す
る
な
ど
研

修
を
重
ね
た
。
20
年
、
第
2
層
生
活
支
援
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
配
置
さ
れ
、
杉
本
さ
ん

と
荒
木
さ
ん
は
そ
の
役
割
も
担
う
こ
と
に
な

っ
た
。

「
地
域
の
課
題
は
、
待
っ
た
な
し
の
自
分
事
。

実
活
動
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
1
人
で
な

か
な
か
踏
み
出
せ
な
い
な
ら
、
仲
間
を
誘
っ

て
自
分
た
ち
で
小
さ
く
始
め
て
み
る
こ
と
で

す
」
と
荒
木
さ
ん
。
22
年
、
杉
本
さ
ん
ら
と

6
名
で
「
支
え
合
い
」
の
準
備
会
を
発
足
。

定
期
的
に
会
議
を
開
き
な
が
ら
学
び
、
23
年

4
月
に
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
サ
ポ
ー

ト
内
容
は
、
外
出
支
援
や
生
活
支
援
、
書
類

作
成
、
囲
碁
将
棋
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
。
す

る
と
さ
っ
そ
く
「
待
っ
て
ま
し
た

」
と
ば

か
り
反
応
が
。
現
在
、
利
用
者
会
員
46
名
で

90
％
が
女
性
、
年
齢
で
は
80
代
以
上
が
65
％

ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
に
見
切
り
を
つ
け
て
那
須

へ
移
っ
た
。
年
金
を
受
け
取
る
年
齢
に
な
り
、

養
成
講
座
で
学
ん
で
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

ス
タ
ー
ト
。
各
家
庭
を
訪
問
す
る
と
、
一
人

暮
ら
し
の
移
住
者
の
多
さ
に
驚
い
た
。
タ
ク

シ
ー
会
社
は
少
な
く
、
買
い
物
や
通
院
に
も

困
っ
て
い
る
現
状
を
目
の
当
た
り
に
し
、
危

機
感
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
「
誰
か
が
動

か
な
け
れ
ば
」
─
─
。

　

そ
ん
な
折
、
「
自
分
ら
し

く
生
き
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
目
指
し
、
那
須
町
に
2
0

1
6
年
、
生
活
支
援
体
制
整

備
事
業
の
第
1
層
協
議
体
が

設
置
さ
れ
た
。
通
称
「
な
す

あ
っ
た
会
」
。
那
須
町
が
助

け
合
い
の
あ
る
“
あ
っ
た
か

い
”
ま
ち
に
な
る
よ
う
に
と

の
ネ
ー
ミ
ン
グ
だ
。
そ
の
会

長
と
な
っ
た
の
が
杉
本
さ
ん
、

そ
し
て
副
会
長
が
、
約
40
年

ら
の
移
住
者
が
大
半
で
、
地
域
と
の
接
点
が

ほ
と
ん
ど
な
い
。
多
く
は
セ
ミ
リ
タ
イ
ア
、

あ
る
い
は
定
年
後
に
夫
婦
で
移
住
し
て
く
る

人
た
ち
で
、
年
月
が
経
っ
て
配
偶
者
が
亡
く

な
り
、
一
人
暮
ら
し
に
な
る
ケ
ー
ス
が
増
加

し
て
い
る
。

「
高
齢
に
な
り
、
車
を
運
転
し
な
く
な
っ
た

人
は
移
動
手
段
が
な
く
な
り
ま
す
。
た
と
え

都
会
に
子
ど
も
が
い
て

同
居
を
提
案
さ
れ
て
も
、

今
さ
ら
遠
慮
し
な
が
ら

窮
屈
な
暮
ら
し
は
し
た

く
な
い
。
那
須
で
自
分

ら
し
く
自
由
に
高
齢
期

を
生
き
た
い
と
思
う
方

が
少
な
く
な
い
ん
で
す
」

と
話
す
の
は
、
「
支
え

合
い
」
代
表
の
杉
本
賢

蔵
さ
ん
（
81
歳
）
。
も

と
も
と
山
登
り
が
好
き

で
、
50
歳
の
と
き
に
サ

「Ｇ・小さな支え合い」の役員。
左から森本さん、荒木さん、杉本さん、立川さん
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心
の
支
え
に
な
る
大
事
な
活
動
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
」
。
活
動
を
長
続
き
さ
せ
る
に
は
、

関
係
者
同
志
の
一
体
感
が
大
事
。
お
互
い
に

よ
く
知
り
合
っ
て
仲
良
く
助
け
合
う
中
で
、

「
自
分
も
役
に
立
と
う
」
と
い
う
気
持
ち
が

強
く
な
る
。
「
だ
か
ら
、
定
例
会
は
す
ご
く

重
要
な
ん
で
す
」
と
力
を
込
め
る
。

　

織
田
貴
子
さ
ん
（
63
歳
）
は
、「
移

動
手
段
に
困
っ
て
い
る
方
が
多
い
と

聞
き
、
お
役
に
立
て
れ
ば
と
考
え
、

車
で
の
外
出
支
援
を
決
心
し
ま
し
た
。

で
も
夫
が
車
の
運
転
は
危
険
だ
と
大

反
対
。
私
は
『
い
ろ
い
ろ
自
分
の
勉

強
に
も
な
る
か
ら
、
や
ら
せ
て
ほ
し

い
』
と
3
日
間
説
得
し
続
け
、
承
諾

し
て
も
ら
い
ま
し
た
」
と
笑
顔
を
見

せ
る
。
現
在
、
90
代
で
パ
ソ
コ
ン
教

室
に
通
い
始
め
た
利
用
者
会
員
を
送

迎
。
毎
回
、
車
内
で
新
た
な
学
び
の

面
白
さ
に
つ
い
て
話
が
弾
み
、
良
い

刺
激
を
も
ら
え
て
う
れ
し
い
そ
う
だ
。

を
占
め
る
。
支
援
者
会
員
は
21
名
。
60
代
か

ら
80
代
前
半
が
中
心
だ
。

　

取
材
当
日
は
、
月
1
回
日
曜
日
に
開
催
さ

れ
る
「
支
え
合
い
」
定
例
会
の
日
。
集
落
セ

ン
タ
ー
に
支
援
者
会
員
15
名
が
集
ま
っ
た
。

情
報
を
共
有
し
た
り
意
見
交
換
す
る
場
で
、

課
題
や
悩
み
が
あ
れ
ば
み
ん
な
で
解
決
法
を

考
え
て
い
く
。
「
庭
の
枯
れ
葉
掃
除
を
懸
命

に
や
っ
て
も
、
風
が
吹
く
た
び
に
よ
そ
か
ら

飛
ん
で
き
ち
ゃ
う
」
「
そ
う
そ
う
。
風
の
な

い
日
に
し
て
も
ら
う
と
か
考
え
な
い
と
ね
」。

そ
ん
な
会
話
も
交
わ
さ
れ
な
が
ら
、
支
援
者

会
員
の
仲
間
意
識
が
育
ま
れ
る
大
切
な
場
だ
。

　

和
田
重
夫
さ
ん
（
77
歳
）
は
10
年
前
に
神

奈
川
か
ら
夫
婦
で
移
住
。
「
来
た
以
上
は
孤

立
し
な
い
よ
う
に
地
域
に
溶
け
込
も
う
」
と

ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
参
加
し
て
い

た
が
、
4
年
前
に
妻
を
亡
く
し
た
。
「
さ
て

こ
れ
か
ら
一
人
で
ど
う
や
っ
て
暮
ら
し
て
い

こ
う
。
こ
の
ま
ま
で
は
地
域
の
人
た
ち
の
世

話
に
な
り
そ
う
。
い
ろ
い
ろ
考
え
込
ん
で
い

た
と
き
に
『
支
え
合
い
』
の
チ
ラ
シ
を
見
て
、

こ
れ
だ

と
や
る
気
が
湧
き
ま
し
た
」
と
話

す
。

　

60
代
で
那
須
に
移
住
し
、
東
京
の
職
場
ま

で
3
年
間
、
新
幹
線
通
勤
を
続
け
た
と
い
う

森
本
浩
太
郎
さ
ん

（
83
歳
）。
退
職
後
、

リ
コ
ー
ダ
ー
の
グ
ル

ー
プ
を
結
成
し
て
施

設
訪
問
の
活
動
に
い

そ
し
む
中
、
声
を
か

け
ら
れ
「
支
え
合
い
」

の
中
核
メ
ン
バ
ー
に

な
っ
た
。
「
高
齢
者

は
、
病
気
や
大
切
な

人
と
の
別
れ
な
ど
で

孤
独
感
や
不
安
を
抱

え
が
ち
。
単
な
る
生

活
支
援
で
は
な
く
、

月１回行われる定例会の様子

活
動
継
続
に
は
一
体
感
が
不
可
欠
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子
ど
も
の
遊
び
場
が
欲
し
く
て
高
原
地
区

に
移
住
し
て
き
た
の
が
、
前
出
の
立
川
さ
ん
。

「
家
族
の
介
護
事
情
も
あ
っ
て
10
年
余
り
前

に
一
人
暮
ら
し
を
始
め
た
ら
、
杉
本
さ
ん
た

ち
の
サ
ロ
ン
の
方
々
が
訪
ね
て
き
て
参
加
の

お
誘
い
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
近
隣
の
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
女
性
3
人
も
一
緒
に
行
き
た

い
と
言
う
の
で
、
毎
回
皆
さ
ん
も
車
に
乗
せ

て
サ
ロ
ン
へ
。
そ
の
お
礼
に
と
女
性
た
ち
か

ら
お
菓
子
や
野
菜
を
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。

『
何
ら
か
の
お
礼
が

あ
っ
た
ほ
う
が
お
互

い
気
が
ラ
ク
よ
ね
』

と
。
そ
う
い
っ
た
ご

縁
が
発
展
し
て
『
支

え
合
い
』
の
活
動
に

つ
な
が
り
ま
し
た
」

と
話
す
。

　

今
で
は
中
核
メ
ン

バ
ー
の
立
川
さ
ん
は

現
在
、
会
の
中
で
最

も
多
く
外
出
支
援
を

引
き
受
け
て
い
る
が

「
自
分
で
車
を
運
転

す
る
活
動
に
参
加
し

た
い
と
い
う
方
は
、

た
い
て
い
最
初
に
ご

家
族
が
反
対
し
ま
す
ね
。
そ
れ
を
ク
リ
ア
す

る
に
は
我
々
の
組
織
は
こ
ん
な
に
し
っ
か
り

体
制
を
整
え
て
い
る
、
と
示
す
こ
と
が
大

事
」
と
話
す
。

内
容
の
場
合
、
無
理
を
し
な
い
で
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
や
専
門
職
に
つ
な
い
で
い
ま

す
」
と
荒
木
さ
ん
。
実
際
、
「
利
用
者
の
手

引
き
」
に
は
「
荒
天
や
降
雪
時
等
は
、
活
動

「
支
え
合
い
」
で

は
、
利
用
者
会
員

支
援
者
会
員
と

も
、
2
人
い
る
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

が
事
前
に
面
談
を

丁
寧
に
行
っ
た
後
、

会
員
登
録
を
決
め

て
い
る
。
自
動
車

保
険
に
加
入
し
、

安
全
運
転
確
保
の

た
め
に
運
転
者
講

習
会
も
実
施
し
て

い
る
。

「
支
援
者
会
員
も

高
齢
者
が
多
い
の

で
、
難
し
い
依
頼

「支え合い」の活動は
概ね１時間600円のチケット制だ

定例会に出席していた支援者会員の皆さん。前列左から小境幸子さん、友利
ちづ子さん、荒木さん、杉本さん、織田さん、新巻はるみさん、日下国哉さ
ん。後列左から小境利和さん、小倉さん、和田さん、友利実則さん、立川さ
ん、伊集院徹さん、平野信明さん、森本さん

無
理
せ
ず
に
、

「
小
さ
な
支
え
合
い
」
を
み
ん
な
で
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し
れ
な
い
。
「
利
用
者
と
支
援
者
、
お
互
い

に
感
謝
の
気
持
ち
が
生
ま
れ
ま
す
ね
」
と
支

援
者
た
ち
は
口
を
そ
ろ
え
る
。

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

　

確
実
な
仕
組
み
と
支
え
合
い
の
心
を
大
切

に
す
る
メ
ン
バ
ー
。
何
よ
り
「
仲
間
と
楽
し

も
う

」
と
い
う
精
神
は
、
支
援
者
会
員
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
。
噂
を
聞
い
て

支
援
を
希
望
し
、
今

回
の
定
例
会
に
初
参

加
し
た
と
い
う
小
倉

秀
雄
さ
ん（
69
歳
）は

「
送
迎
で
も
剪
定

で
も
ど
ん
ど
ん
や
り

ま
す
よ
。
い
ず
れ
自

分
も
世
話
に
な
る
で

し
ょ
う
し
ね
」
と
大

張
り
切
り
だ
っ
た
。

　

こ
の
4
月
、
「
な

す
あ
っ
た
会
」
の
話

し
合
い
の
中
か
ら
生

ま
れ
た
新
た
な
居
場
所
「
い
き
い
き
ふ
れ
あ

い
サ
ロ
ン
・
ゆ
う
ゆ
う
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

も
ち
ろ
ん
「
支
え
合
い
」
の
メ
ン
バ
ー
も
参

加
す
る
。
杉
本
さ
ん
は
「
『
あ
っ
た
ほ
う
が

い
い
ね
』
と
い
う
も
の
を
み
ん
な
で
考
え
、

創
り
上
げ
な
が
ら
、
年
を
重
ね
て
も
ず
っ
と

住
み
続
け
ら
れ
る
地
域
に
し
て
い
き
た
い
で

す
ね
」
と
熱
く
語
っ
て
く
れ
た
。

広げよう つなげよう 地域助け合い 活動の現場から

を
お
断
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
」
な
ど
と

明
記
さ
れ
て
い
る
。

「
小
さ
な
支
え
合
い
」
の
“
小
さ
な
”
と
は
、

規
模
が
小
さ
い
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
無

理
な
こ
と
は
せ
ず
、
で
き
る
こ
と
は
何
か
を

考
え
、
専
門
技
術
や
体
力
が
必
要
な
場
合
は

迷
わ
ず
他
の
支
援
団
体
等
に
つ
な
げ
る
。
そ

れ
が
活
動
を
継
続
さ
せ
る
ポ
イ
ン
ト
な
の
だ

ろ
う
。

「
支
援
内
容
の
約
7
割
が
外
出
で
す
。
経
済

的
な
負
担
が
大
き
い
た
め
に
外
出
を
控
え
ざ

る
を
得
な
い
方
な
ど
に
利
用
し
て
も
ら
い
た

い
の
で
す
が
、
ま
れ
に
“
安
価
な
タ
ク
シ
ー
”

の
よ
う
に
捉
え
る
方
も
い
ま
す
」
と
森
本
さ

ん
。
「
利
用
者
会
員
さ
ん
に
活
動
趣
旨
を
丁

寧
に
ご
説
明
し
、
十
分
理
解
し
て
い
た
だ
く

よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
」
と
荒
木
さ
ん
も
う

な
ず
く
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る

中
で
、
地
域
住
民
に
よ
る
支
え
合
い
の
思
い

を
感
じ
取
り
、
利
用
者
の
心
が
よ
り
優
し
く

温
か
く
変
化
す
る
の
も
活
動
の
醍
醐
味
か
も

G・小さな支え合い

住民同士が困っていることを助け合い、安心
して歳を重ねていける地域づくりを目指す。
＜活動内容＞外出支援（買い物・通院・役場・
図書館等）、屋内支援（洗濯・掃除・食事の準
備・片付け・簡単な修理等）、屋外活動支援
（片付け・ごみ出し・修理・草刈り・剪定等）、
その他（事務申請・買い物代行・郵便物投函・
囲碁ボランティア等）
＜謝金等＞年会費1,000円。概ね１時間600
円のチケット制。うち、支援者会員への謝金
は500円。

●連絡先　090-7404-8096（杉本）
080-1168-2929（荒木）
受付：月～日曜日９～17時
（ゴールデンウィーク、
お盆、正月を除く）
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春
休
み
に
入
っ
た
ば
か
り
の
火
曜
日
、
「
フ
リ
ー
ス
ペ

ー
ス
／
親
子
応
援
サ
ロ
ン 

な
な
い
ろ
」（
以
下
、
な
な
い

ろ
）
が
、
木
更
津
市
立
波
岡
公
民
館
の
和
室
で
開
催
さ
れ

て
い
る
。
な
な
い
ろ
は
毎
週
火
曜
日
15
～
17
時
開
催
、
参

加
費
は
無
料
だ
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
2
名
が
す
で
に
到
着
し

て
、
日
差
し
が
暖
か
い
窓
辺
で
談
笑
し
て
い
る
。
堀
知
之

さ
ん
（
80
歳
）
は
、
「
こ
こ
に
来
る
と
体
調
が
良
く
な
い

と
き
で
も
治
っ
て
し
ま
う
」
と
い
う
ほ
ど
の
子
ど
も
好
き
。

公
民
館
の
掲
示
を
見
て
参
加
し
た
と
い
う
及
川
英
樹
さ
ん

（
52
歳
）
は
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
熱
心
に
取

り
組
ん
で
い
る
人
だ
。
代
表
の
永
井
良
美
さ
ん
（
43
歳
）

　
公
民
館
内
に
あ
る
会
場
は
広
々
と
し
た
8
畳
と
6
畳
の

続
き
部
屋
で
、
大
き
め
の
座
卓
が
設
え
て
あ
る
。
何
だ
か

祖
父
母
の
家
の
よ
う
な
趣
だ
。
ほ
ど
な
く
元
気
な
声
と
と

も
に
参
加
者
が
や
っ
て
き
て
、
勝
手
知
っ
た
る
わ
が
家
と

ば
か
り
畳
の
上
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
。
今
日
は
特
に
企
画
の
な

と
川
崎
紗
世
さ
ん
（
43
歳
）
も
合
流
し
、

参
加
者
親
子
が
到
着
す
る
の
を
待
っ
て

い
る
。

及川さん（右）のま及川さん（右）のま
わりには自然と子どわりには自然と子ど
もたちが集まるもたちが集まる

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
ス
マ
ホ
に
夢
中
に
な
る
子
ど
も
の
姿
が
当
た
り
前
の
昨
今
。

で
も
、
波
岡
公
民
館
に
集
ま
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
み
ん
な
で
の
び
の
び
と

身
体
を
動
か
し
な
が
ら
遊
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
こ
そ
子
ど
も
本
来
の
姿
、
と

思
え
る
光
景
で
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
取
材
・
文
／
石
橋
　
千
春
） 

いきいき わくわく

子どもと一緒に
地域で輝こう

「
や
っ
て
ご
ら
ん
」
で
子
ど
も
が
成
長

自
然
体
で
遊
べ
る
場
づ
く
り

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
／
親
子
応
援
サ
ロ
ン 

な
な
い
ろ
（
千
葉
県
木
更
津
市
）

● 

子
ど
も
た
ち
は

　 

遊
び
方
を
知
っ
て
い
る
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い
自
由
な
遊
び
の
日
で
、
子
ど
も
た
ち
は
す
ぐ
さ
ま
「
く

ま
さ
ん
」
（
お
も
ち
ゃ
や
遊
具
置
き
場
）
に
向
か
い
、
堀

さ
ん
や
及
川
さ
ん
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
、
思
い
思

い
に
お
気
に
入
り
の
遊
具
を
運
び
始
め
た
。
子
ど
も
た
ち

の
人
数
も
あ
っ
と
い
う
間
に
10
人
ほ
ど
に
な
っ
て
い
る
。

今
日
は
お
天
気
も
い
い
か
ら
公
民
館
裏
に
あ
る
波
岡
プ
レ

イ
パ
ー
ク
で
遊
ん
で
い
る
小
学
生
た
ち
も
い
る
。

　
今
、
“
室
内
組
”
の
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
る
の
が
プ
レ

イ
マ
ッ
ト
を
使
っ
た
秘
密
基
地
作
り
だ
。
四
角
い
マ
ッ
ト

を
組
み
合
わ
せ
て
小
さ
な
部
屋
を
作
り
、
中
で
遊
ん
だ
り
、

上
か
ら
マ
ッ
ト
を
被
せ
て
隙
間
か
ら
小
さ
な
顔
を
の
ぞ
か

せ
た
り
。
そ
の
横
で
、
堀
さ

ん
や
及
川
さ
ん
と
一
緒
に
風

船
や
お
も
ち
ゃ
で
遊
ぶ
子
も

い
れ
ば
、
座
卓
で
ア
ク
セ
サ

リ
ー
を
作
る
マ
マ
と
小
さ
な

女
の
子
た
ち
も
い
る
。
0
歳

の
赤
ち
ゃ
ん
は
興
味
津
々
に

お
姉
ち
ゃ
ん
た
ち
の
動
き
を

目
で
追
っ
て
い
る
。
大
人
が

采
配
し
な
く
て
も
、
何
と
自

由
に
遊
ぶ
こ
と
か
。

「
こ
れ
が
子
ど
も
本
来
の
姿
だ
と
思
う

ん
で
す
。
彼
ら
は
自
分
で
『
今
日
は
こ

れ
で
遊
ぶ
』
と
決
め
て
い
る
し
、
時
間

が
来
た
ら
箱
に
し
ま
っ
て
倉
庫
に
戻
し

て
く
れ
ま
す
」
と
永
井
さ
ん
。
な
な
い

ろ
を
運
営
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
、

幼
馴
染
み
の
川
崎
さ
ん
も
「
は
じ
め
は
、

計
画
を
し
っ
か
り
立
て
て
準
備
し
て
い

ま
し
た
。
で
も
始
め
て
み
る
と
、
大
人

が
細
か
く
お
膳
立
て
す
る
必
要
は
な
い

と
気
づ
き
ま
し
た
」
と
話
す
。

● 

大
人
の
就
労
支
援
で
気
づ
い
た
こ
と

　
永
井
さ
ん
は
自
ら
も
3
人
の
子
の
親
で
あ
る
と
同
時
に
、

作
業
療
法
士
と
し
て
長
年
、
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
の
就

労
支
援
を
行
っ
て
い
た
が
、
他
者
と
の
関
係
を
う
ま
く
築

け
な
い
人
た
ち
の
悩
み
を
通
じ
て
、
子
ど
も
の
頃
の
環
境

や
体
験
が
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
思
っ
た
。
人

と
の
関
わ
り
方
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
重
要
だ
と
気
づ
い

て
、
障
が
い
児
の
発
達
支
援
の
ほ
う
に
仕
事
を
シ
フ
ト
さ

プレイマットの秘密基地の中で遊ぶプレイマットの秘密基地の中で遊ぶ
子どもたち子どもたち

プレイパークにあるプレイパークにある
大きなハンモックは大きなハンモックは
子どもたちのお気に子どもたちのお気に
入り入り
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せ
て
い
っ
た
。

「
発
達
支
援
の
現
場
で
は
、
子
ど
も

た
ち
と
い
ろ
ん
な
遊
び
を
し
な
が
ら
、

身
体
の
使
い
方
や
ほ
か
の
子
ど
も
た

ち
と
の
関
わ
り
方
な
ど
を
学
ん
で
い

く
の
で
す
が
、
大
き
な
集
団
の
中
で

は
我
慢
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
く

な
り
ま
す
。
す
る
と
、
か
ん
し
ゃ
く

を
起
こ
す
子
も
出
て
く
る
。
発
達
に

課
題
が
あ
る
子
も
含
め
て
、
子
ど
も

た
ち
が
自
然
体
で
い
ら
れ
る
場
所
が

あ
っ
た
ら
…
と
思
い
始
め
た
の
で

す
」
と
永
井
さ
ん
。
さ
ら
に
、
親
も

何
か
あ
っ
た
ら
相
談
で
き
る
よ
う
な

環
境
を
つ
く
り
た
い
と
考
え
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
こ
で
以
前
、
子
育
て

サ
ー
ク
ル
で
知
り
合
っ
た
木
更
津
市

波
岡
東
地
区
第
2
層
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
出
口
真
由
美
さ
ん

に
相
談
す
る
こ
と
に
し
た
。

● 

地
域
の
輪
が
広
が
っ
て

　
十
数
年
来
の
知
り
合
い
で
も
あ
る
出
口
さ
ん
は
「
永
井

さ
ん
が
長
い
間
抱
え
て
い
た
悩
み
や
想
い
を
聞
い
て
、
こ

れ
は
ぜ
ひ
形
に
し
な
け
れ
ば
」
と
考
え
、
す
ぐ
に
今
年
3

月
ま
で
波
岡
公
民
館
の
館
長
だ
っ
た
河
野
勝
さ
ん
の
も
と

へ
永
井
さ
ん
を
伴
っ
て
行
っ
た
。
「
河
野
館
長
な
ら
ど
う

に
か
し
て
く
れ
る
」
と
の
確
信
が
あ
っ
た
そ
う
だ
。
話
を

聞
い
た
河
野
館
長
は
「
責
任
は
自
分
が
取
る
か
ら
」
と
全

面
的
に
協
力
。
子
ど
も
た
ち
が
遊
ぶ
中
庭
に
は
、
転
ん
で

も
い
い
よ
う
に
人
工
芝
を
敷
い
て
く
れ
た
り
、
丸
太
を
切

っ
て
ベ
ン
チ
を
作
っ
て
く
れ
た
り
と
、
永
井
さ
ん
た
ち
が

考
え
て
い
る
こ
と
を
次
々
と
か
な
え
て
く
れ
た
。
そ
う
し

て
1
年
も
経
た
な
い
2
0
2
3
年
5
月
、
活
動
が
ス
タ
ー

ト
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
公
民
館
の
掲
示
を
活
用
し
て
、
な
な
い
ろ

の
開
設
を
発
信
し
始
め
た
。
第
1
回
は
親
子
1
組
だ
け
の

参
加
だ
っ
た
が
、
夏
に
向
け
て
そ
う
め
ん
流
し
や
ビ
ニ
ー

ル
プ
ー
ル
を
使
っ
た
遊
び
な
ど
を
企
画
し
た
ら
、
口
コ
ミ

も
あ
っ
て
参
加
者
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
っ
た
。
今
で
は

市
内
外
か
ら
30
組
ほ
ど
の
親
子
が
利
用
し
て
い
る
。

　
コ
ア
メ
ン
バ
ー
で
保
育
士
の
重
村
の
ぞ
み
さ
ん
（
42
歳
）

（右）河野元館長が（右）河野元館長が
飼っているヤギに子飼っているヤギに子
どもたちは興味津々どもたちは興味津々
（左）安全な人工芝（左）安全な人工芝
が敷かれた中庭のシが敷かれた中庭のシ
ーソーは河野元館長ーソーは河野元館長
の手作りの手作り
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は
4
人
の
子
の
親
で
利
用
者
で
も
あ
る
。

「
初
め
て
来
た
マ
マ
が
『
う
ち
の
子
、
人
見
知
り
な
ん
で

す
』
と
言
っ
て
い
て
も
、
そ
の
子
が
ほ
か
の
子
か
ら
誘
わ

れ
て
自
然
に
遊
び
の
輪
に
入
っ
て
い
く
こ
と
な
ど
は
、
よ

く
あ
り
ま
す
よ
。
家
で
は
見
な
い
子
ど
も
の
姿
に
驚
い
た

り
、
他
の
マ
マ
か
ら
わ
が
子
の
こ
と
を
『
自
分
か
ら
積
極

的
に
声
を
か
け
て
い
た
よ
。
成
長
し
た
ね
』
と
教
え
て
も

ら
う
こ
と
も
。
う
ち
の
子
だ
け
で
な
く
、
み
ん
な
一
緒
に

成
長
し
て
い
く
姿
は
何
だ
か
大
家
族
み
た
い
で
す
」
と
微

笑
む
。
さ
ら
に
「
親
だ
と
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
し
て
し
ま
う
よ
う
な

遊
び
も
、
こ
こ
で
は
『
や
っ
て
ご
ら
ん
』
と
挑
戦
さ
せ
て

く
れ
る
」
と
も
。
な
な
い
ろ
で
は
、
子
ど
も
自
身
が
体
得

す
る
感
覚
を
大
切
に
し
て
い
る
か
ら
、
少
し
く
ら
い
の
す

り
傷
、
切
り
傷
は
大
丈
夫
と
い
う
考
え
方
だ
。

　　
こ
れ
だ
け
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
る
と
、
ち
ょ
っ
と
し
た

け
ん
か
や
言
い
争
い
も
起
こ
る
。
永
井
さ
ん
は
「
け
ん
か

し
て
も
ま
ず
は
見
守
る
。
子
ど
も
自
身
が
ど
う
対
処
す
る

か
、
社
会
性
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
良
い
機
会
で
す
。
危
険

の
気
持
ち
も
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
」
と
も
。

親
の
“
待
つ
力
”
も
試
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

＊ 　
　
　
＊　
　
　

 

＊

「
地
域
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を

み
ん
な
で
喜
び
合
え
る
よ
う
な
環
境
が
で
き
て
き
た
」
と

話
す
永
井
さ
ん
。
「
何
か
悩
み
が
あ
っ
て
も
、
こ
こ
に
来

れ
ば
誰
か
に
会
え
て
、
明
日
か
ら
も
頑
張
ろ
う
っ
て
思
え

る
、
そ
ん
な
場
所
は
誰
に
も
必
要
で
す
よ
ね
」
と
、
そ
の

表
情
は
輝
い
て
い
た
。

な
と
き
以
外
大
人
は
介
入
せ
ず

子
ど
も
自
身
に
選
ば
せ
る
」
と

言
う
。
そ
し
て
「
興
味
深
い
の

は
、
け
ん
か
し
て
い
る
と
ほ
か

の
子
が
仲
裁
に
入
っ
た
り
、
頭

を
な
で
て
あ
げ
た
り
し
て
い
る

ん
で
す
。
親
が
入
っ
て
『
謝
り

な
さ
い
』
な
ど
と
言
う
よ
り
も
、

子
ど
も
た
ち
の
ほ
う
が
よ
く
見

て
い
て
、
自
分
の
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
経
験

を
重
ね
て
い
く
こ
と
で
、
相
手

「なないろ」コアメンバーの皆さん。左から堀さん、「なないろ」コアメンバーの皆さん。左から堀さん、
重村さん、川崎さん、及川さん、佐々木さん、永井さん。重村さん、川崎さん、及川さん、佐々木さん、永井さん。
ほかに60代の高橋弘美さんや額賀美代子さんもボランほかに60代の高橋弘美さんや額賀美代子さんもボラン
ティアとして参加しているティアとして参加している

● 

け
ん
か
も
見
守
る

　 

教
え
な
く
て
も
分
か
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち

5月号-子ども企画.indd   155月号-子ども企画.indd   15 2025/04/30   10:082025/04/30   10:08



2025.5 14

　

皆
様
の
ご
寄
付
を
原
資
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
・
人
々
が
参
加
す
る
地
域
共
生
社
会
実
現
の
た
め
の
活
動
を
支
援
し
て
い
る
「
地
域

助
け
合
い
基
金
」
。
今
月
号
は
、
大
学
生
に
よ
る
無
償
の
学
習
支
援
、
有
償
の
生
活
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
多
世
代
の
地
域
食
堂
を
紹

介
し
ま
す
。
な
お
、
こ
の
ほ
か
の
助
成
先
団
体
の
活
動
報
告
も
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
随
時
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
の
で
、
思
い
が
詰
ま

っ
た
多
彩
な
活
動
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
学
び
と
交
流
の
秘
密
基
地
」
は
、
経
済
的
な
理
由
か
ら
学
習
が
困

難
な
児
童
・
生
徒
を
対
象
に
、
茨
城
大
学
の
学
生
が
母
子
施
設
を
訪

問
し
、
無
償
で
学
習
支
援
と
居
場
所
づ
く
り
を
行
う
こ
と
で
、
拡
大

す
る
教
育
格
差
と
そ
れ
に

よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る

貧
困
の
連
鎖
に
歯
止
め
を

か
け
る
こ
と
を
目
的
に
2

0
1
4
年
に
発
足
し
ま
し

た
。
母
子
施
設
の
活
動
は

毎
月
2
回
定
期
的
に
行
い
、

夏
休
み
の
学
習
支
援
に
は

な
る
べ
く
多
く
の
子
ど
も

た
ち
に
参
加
し
て
も
ら
い

「
地
域
助
け
合
い
基
金
」
助
成
先
の
ご
紹
介

応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
　

助
成
金
額　

15
万
円

現
役
大
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

無
償
の
学
習
支
援
と
居
場
所
づ
く
り

茨
城
県
水
戸
市

学
び
と
交
流
の
秘
密
基
地

大学生による無償の学習支援の様子

5月号_助成先+基金報告.indd   145月号_助成先+基金報告.indd   14 2025/04/25   16:402025/04/25   16:40
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た
い
と
別
の
場
所
を
設
定
。
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
、
実
施
場
所
周
辺

の
お
店
や
小
中
学
校
へ
配
布
や
掲
示
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
勉
強
や
夏
休
み
の
課
題
に
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
喜
び
の
声
が
た
く
さ
ん
届

き
ま
し
た
。
ま
た
、
受
験
や
進
学
、
勉
強
方
法
に
つ
い
て
の
保
護
者

か
ら
の
相
談
に
乗
り
、
「
現
役
の
大
学
生
の
意
見
が
聞
け
て
助
か
っ

た
」
と
喜
ん
で
も
ら
え
た
こ
と
は
、
活
動
を
行
う
上
で
の
原
動
力
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

無
償
で
の
活
動
の
た
め
、

今
回
の
助
成
金
は
、
主
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
う
学
生
た

ち
の
交
通
費
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
保
険
料
に
活
用
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
後
は
、
対
象
地
域
の
拡

大
や
活
動
頻
度
の
増
加
を
計

画
す
る
と
と
も
に
、
大
学
生

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
社

会
問
題
解
決
へ
の
意
欲
が
高

ま
る
機
会
と
し
て
い
き
た
い
、

と
報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
調
布
地
区
さ
さ
え
あ
い
隊
」
は
、
青
梅
市
の
第
2
層
協
議
体
「
た

ま
り
ば
」
に
て
住
民
同
士
が
身
近
な
困
り
事
を
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
で
お
助
け
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住
民
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
高
齢
者
福
祉
の
増
進

を
目
的
と
し
て
2
0
2
4
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
近
年
、

同
市
内
で
も
草
木
の
水
や
り
や
、
話
し
相
手
、
買
い
物
代
行

な
ど
、
以
前
は
住
民
同
士
の
自
発
的
な
助
け
合
い
で
行
わ
れ

て
き
た
こ
と
が
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
増
加
や
住
民
同
士

の
関
係
の
希
薄
化
に
よ
り
難
し
く
な
り
、
制
度
で
も
カ
バ
ー

で
き
な
い
状
態
に
あ
り
ま
す
。
さ
さ
え
あ
い
隊
で
は
そ
の
よ

う
な
人
た
ち
に
1
回
1
0
0
～
5
0
0
円
で
支
援
を
行
う
こ

と
で
、
利
用
者
が
気
兼
ね
な
く
物
事
を
頼
め
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
今
回
の
助
成
金
で
は
、
地
域
住
民
に
広
く
活
動
を

周
知
し
て
も
ら
う
た
め
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
調
布
地

助
成
金
額  

６
万
８
０
０
０
円

東
京
都
青
梅
市

地
域
で
の
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
事
を

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
解
決調

布
地
区
さ
さ
え
あ
い
隊

腕章を着けて生活支援活動

5月号_助成先+基金報告.indd   155月号_助成先+基金報告.indd   15 2025/04/25   16:402025/04/25   16:40
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区
の
全
世
帯
に
配
布
。
活
動
時
に
装
着
す
る
腕
章
や
事
務
用
品
な
ど

も
購
入
し
ま
し
た
。

　

設
立
当
初
は
少
な
か
っ
た
依
頼
も
徐
々
に
増
え
て
い
る
と
い
う
さ

さ
え
あ
い
隊
。
こ
れ
か
ら
も
活
動
を
よ
り
周
知
し
、
協
力
員
も
多
く

募
集
し
、
近
年
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
「
隣
近
所
の
つ
な
が
り
」
「
お
互

い
様
の
精
神
」
を
復
活
さ
せ
、
地
域
全
体
に
「
さ
さ
え
あ
い
」
の
輪

が
広
が
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
、
と
報
告
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

Ｐ
ｒ
ｏ
ｔ
ａ
ｇ
ｏ
ｎ
ｉ
ｓ
ｔ
ａ
は
、
「
あ
か
ち
ゃ
ん
か
ら
じ
い
ち

ゃ
ん
・
ば
あ
ち
ゃ
ん
ま
で
地
域
で
共
に
暮
ら
そ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、

代
表
者
の
実
家
を
“
住
み
開
き
”
の
形
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
開
放
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
多
世
代
に
対
応
し
た
訪
問
型

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
も
行
い
、
通
い
と
訪
問
の
両
方
が
あ
る
こ
と
を

強
み
と
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

2
0
1
9
年
の
発

足
当
初
よ
り
地
域
食

堂
を
開
催
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
で
見
送
り

が
続
き
、
コ
ロ
ナ
が

5
類
感
染
症
に
移
行

し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

23
年
9
月
に
地
域
食

堂
「
ひ
だ
ま
り
ラ
ン

チ
」
を
ス
タ
ー
ト
。

「
普
段
は
、
1
人
で

食
べ
て
い
る
か
ら
み

ん
な
で
食
べ
た
ら
楽

し
い
」
「
日
頃
、
接

す
る
こ
と
の
な
い
年

代
の
方
と
お
話
が
で

き
て
う
れ
し
い
」
な

ど
地
域
の
人
た
ち
か

助
成
金
額  

15
万
円

兵
庫
県
高
砂
市

み
ん
な
で
食
べ
た
ら
楽
し
い

世
代
を
問
わ
ず
に
参
加
で
き
る
地
域
食
堂

一
般
社
団
法
人 

Ｐ
ｒ
ｏ
ｔ
ａ
ｇ
ｏ
ｎ
ｉ
ｓ
ｔ
ａ

ひだまりランチで食事をする子どもたち
と愛情たっぷりの料理

5月号_助成先+基金報告.indd   165月号_助成先+基金報告.indd   16 2025/04/25   16:402025/04/25   16:40
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地
域
助
け
合
い
基
金
は
、
能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
・
被

災
者
に
も
支
援
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
寄
付
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

（
4
月
15
日
　
当
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
示
時
点
）

◎
寄
付
受
付
額

2
5
3
件　

２
億
６
０
２
万
５
８
３
７
円

こ
の
う
ち
当
財
団
よ
り
１
億
7
０
０
０
万
円
を
供
出

◎
助
成
実
行
額

１
２
8
1
件　

１
億
９
５
６
３
万
４
１
３
９
円

電話：（03）5470-7751
FAX：（03）5470-7755

メール：tasukeai-kikin@sawayakazaidan.or.jp

地域助け合い基金
担当

基金に関するご意見・お問合せ

●基金に関する情報、およびクレジットカード決済は、
　上のコードもご利用ください

財団ホームページ内
基金関連ページ

クレジットカード
決済ページ

　当財団ホームページでは毎日、寄付と助成金額を
開示しており、助成可能な金額もご覧いただけます。
寄付や助成をお考えの方は参考にしてください。

ら
の
反
響
も
良
好
と
の
こ
と
。

　

今
回
の
助
成
金
を
活
用
し
て
チ
ラ
シ
と
の
ぼ
り
を
作
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
は
届
か
な
か
っ
た
人
た
ち
へ
も
周
知
が
広
が
っ
て
、
当
初
は
週

2
回
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
夏
休
み
期
間
は
週
4
～
5
回
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

昨
年
か
ら
は
店
舗
付
き
住
宅
を
借
り
受
け
「
私
設
公
民
館
ピ
ー
ス
」

と
し
て
活
動
中
。
地
域
住
民
の
活
動
拠
点
と
な
る
よ
う
仕
組
み
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。
地
域
で
支
え
合
っ
て
ど
ん
な
状
況
で
も
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
町
に
な
る
よ

う
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
た
い
、
と
報
告
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

「地域助け合い基金」
状況のご報告
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は
じ
め
ま
し
て
。
一
般
社
団
法
人
定
年
後
研
究
所
所
長
の

池
口
と
申
し
ま
す
。
こ
の
5
月
号
か
ら
1
年
間
シ
リ
ー
ズ
で

「
定
年
、
そ
の
先
へ
　
―
地
域
と
の
つ
な
が
り
方
」
の
執
筆

を
通
じ
て
、
会
社
員
が
定
年
後
も
（
で
き
れ
ば
定
年
前
か
ら
）

積
極
的
に
社
会
と
つ
な
が
り
、
生
き
が
い
を
持
っ
て
地
域
貢

献
で
き
る
生
き
方
を
、
読
者
の
皆
様
と
一
緒
に
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
冒
頭
に
自
己
紹
介
を
兼
ね
て
、
な
ぜ
私
に
執
筆
依

頼
が
来
た
の
か
を
自
分
な
り
に
整
理
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

私
は
、
昭
和
61
年
に
新
卒
で
生
命
保
険
会
社
に
入
社
し
、
故

郷
京
都
を
離
れ
、
大
阪
を
振
り
出
し
に
、
全
国
各
地
、
時
に

は
海
外
赴
任
も
経
験
し
て
き
た
い
わ
ゆ
る
「
転
勤
族
」
「
社

宅
族
」
で
す
。
途
中
に
は
単
身
赴
任
も
10
年
を
超
え
、
40
歳

過
ぎ
で
居
を
構
え
た
東
京
都
大
田
区
の
自
宅
か
ら
初
め
て
通

勤
で
き
た
の
は
、
53
歳
で
関
連
会
社
に
出
向
し
た
時
で
し
た
。

　
つ
ま
り
、
私
は
故
郷
京
都
に
も
、
現
住
所
の
大
田
区
に
も
、

地
域
と
の
つ
な
が
り
や
友
人
は
皆
無
に
近
く
、
30
年
超
に
わ

た
っ
て
「
会
社
と
社
宅
を
往
復
す
る
」
だ
け
の
人
生
を
送
っ

会
社
と
社
宅
を
往
復
す
る
だ
け
の

人
生
か
ら
の
転
換

（
い
け
ぐ
ち
　
た
け
し
）
1
9
8
6
年
日
本
生
命
に

入
社
。
本
部
・
現
場
で
長
く
管
理
職
を
務
め
、
多
様

な
人
材
育
成
に
関
わ
る
。
2
0
2
1
年
定
年
後
研
究

所
所
長
就
任
後
は
、
シ
ニ
ア
就
労
促
進
に
関
す
る
企

業
取
組
、
シ
ニ
ア
の
意
識
調
査
に
従
事
。
還
暦
で
桜

美
林
大
学
院
老
年
学
修
士
課
程
を
修
了
。
厚
生
労
働

省
生
涯
現
役
社
会
の
実
現
に
向
け
た
検
討
会
委
員
、

企
業
か
ら
福
祉
へ
の
人
材
供
給
に
関
す
る
調
査
研
究

事
業
検
討
委
員
、
早
稲
田
大
学
キ
ャ
リ
ア
・
リ
カ
レ

ン
ト
・
カ
レ
ッ
ジ
講
師
、
シ
ニ
ア
社
会
学
会
理
事
等

を
通
じ
て
、
シ
ニ
ア
の
可
能
性
の
拡
が
り
を
志
向
。

一
般
社
団
法
人
定
年
後
研
究
所
所
長

池
口  

武
志

定年、定年、
その先へその先へ
地域とのつながり方

シリーズ

1
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つ
あ
る
中
で
、
さ
わ
や
か
福
祉
財
団
様
か
ら
「
い
き
が
い
・

助
け
合
い
オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ェ
ス
タ
2
0
2
3
」
に
会
社
員
代

表
の
よ
う
な
立
場
で
登
壇
す
る
機
会
を
頂
戴
し
、
「
地
域
社

会
に
お
け
る
会
社
員
の
役
割
」
に
つ
い
て
も
考
え
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
昔
の
私
の
よ
う
な
会
社
人
間
に
如

何
に
地
域
社
会
に
関
わ
っ
て
も
ら
う
か
を
読
者
の
皆
様
と
共

に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
企
業

の
定
年
制
度
・
人
事
運
営
の
変
質
ぶ
り
や
、
中
高
年
会
社
員

の
キ
ャ
リ
ア
価
値
観
な
ど
を
客
観
的
に
概
観
す
る
と
共
に
、

小
職
が
関
わ
っ
て
い
る
「
企
業
か
ら
福
祉
へ
の
人
材
供
給
に

関
す
る
調
査
研
究
（
厚
生
労
働
省
社
会
福
祉
推
進
事
業
）」
や

「
早
稲
田
大
学
キ
ャ
リ
ア
・
リ
カ
レ
ン
ト
・
カ
レ
ッ
ジ
（
中

高
年
会
社
員
向
け
の
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
探
索
講
座
）
」
を

通
じ
て
見
え
て
き
た
明
る
い
予
兆
や
課
題
に
つ
い
て
も
お
話

し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
潜
在
的
に
世
の
中
の
中
高
年
会
社

員
は
地
域
社
会
で
の
役
割
や
居
場
所
を
探
し
て
い
ま
す
し
、

き
っ
か
け
や
情
報
さ
え
あ
れ
ば
一
歩
を
踏
み
出
さ
れ
る
こ
と

を
肌
で
感
じ
て
き
た
実
体
験
記
で
も
あ
り
ま
す
。

て
き
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち

か
ら
も
「
お
父
さ
ん
の
よ
う
な
生
き
方
は
真
似
し
た
く
な

い
」
と
冷
や
や
か
に
言
わ
れ
、
若
年
世
代
か
ら
み
る
と
反
面

教
師
そ
の
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
、
私
と
同
世
代
の

会
社
員
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
「
仕
事
最
優
先
の
生
き
方
」

を
強
い
ら
れ
て
き
た
の
は
事
実
で
あ
り
、
「
地
域
社
会
と
の

つ
な
が
り
」
は
正
直
二
の
次
、
三
の
次
の
人
生
を
送
っ
て
き

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
ん
な
私
で
も
、
今
か
ら
4
年
前
に
現
職
に
就
い
て
か
ら

は
、
「
定
年
前
後
か
ら
の
キ
ャ
リ
ア
人
生
の
充
実
」
や
「
そ

れ
を
支
援
す
る
企
業
や
社
会
の
サ
ポ
ー
ト
の
あ
り
方
」
を
広

く
調
査
・
研
究
し
て
き
ま
し
た
。
同
時
に
、
多
様
な
中
高
年

会
社
員
の
キ
ャ
リ
ア
相
談
に
応
じ
た
り
、
58
歳
で
入
学
し
た

老
年
学
修
士
課
程
で
、
「
人
は
歳
を
と
っ
て
も
、
成
長
を
続

け
る
」
こ
と
を
探
求
す
る
学
問
に
も
向
き
合
う
中
で
、
「
キ

ャ
リ
ア
＝
仕
事
」
だ
け
で
は
な
く
、
「
キ
ャ
リ
ア
＝
仕
事
＋

生
活
＋
学
び
＋
人
と
の
交
流
＋
人
助
け
＋
そ
の
他
…
」
だ
と

体
感
す
る
こ
と
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

　
私
の
人
生
価
値
観
が
こ
の
よ
う
に
変
容
（
進
化
？
）
し
つ
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らせんの日々
作家、福祉に出会う

安達 茉莉子

さわやか書棚

　福祉の門外漢だったという著者が、とある縁で社会福祉法人の施設の一室
に１週間泊まり込み、滞在取材する機会を得た。60年前に入所更生施設から
スタートし、多様な福祉事業を展開する南山城学園（京都府）である。
　タイトルにある「らせん」とは、かつての同学園職員が福祉と支援につい
て表現したものだ。「上から見れば堂々めぐりのように見え、横から眺めれ

ば後退しているようにも見える。
しかし、事実は、一歩一歩であ
ろうとも、確実にせり上がって
ゆく」。
　さまざまな立場の職員へのイ
ンタビューを通じた著者自身の
気づき、驚きが、読み手への問
いかけとなって響くエッセイだ。

安達 茉莉子（著）
社会福祉法人南山城学園（取材協力）
ぼくみん出版会
1,980円（税込）
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新しい
ふれあい社会づくりに

向けて

　さわやか福祉財団は、子どもから高齢者まですべての人が、
それぞれの尊厳を尊重しながら、いきがいをもって、

ふれあい、助け合い、共生する地域社会づくりを一貫して進めています。
さらに、全国自治体が地域支援事業で取り組んでいる

住民主体の助け合いの地域づくりも強力に支援しています。
　どうぞ、皆様の地域の情報もお寄せください。

助け合いいきがいふれあい

● ご支援ありがとうございます。
さわやかパートナー（賛助会員）・
ご寄付者の皆様のご紹介

活動日記（抄）
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草
野
産
業
株
式
会
社

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
芸
南
た
す
け
あ
い

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
民
助
け
合
い
ネ
ッ
ト

有
限
会
社
藤
樹

日
本
地
震
再
保
険
株
式
会
社

ポ
ッ
カ
サ
ッ
ポ
ロ
フ
ー
ド
＆
ビ
バ
レ
ッ
ジ
株
式
会
社

丸
山  

式
子

島
根
県

三
宅  

幸
恵

広
島
県

吉
原  

寛

山
口
県

清
水  

博

徳
島
県

河
野  

耕
一

香
川
県

大
藪  

知
惠
子

高
知
県

西
元  

和
代

ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
わ
や
か
パ
ー
ト
ナ
ー
は
、
本
財
団
の
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
財
政
的
・
精
神
的
に
ご
支
援
く
だ
さ
る
賛
助
会
員
の
皆
様
で
す
。

会
費
は
寄
付
金
の
一
種
と
し
て
大
切
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
規
ご
入
会
の
会
員
の
方
、
会
員
を
ご
継
続
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
も
毎
号
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
個
別
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
も
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
敬
称
略
）（
2
0
2
5
年
3
月
1
日
〜
3
月
31
日
財
団
受
付
分
）
※
な
お
、
自
動
振
替
の
場
合
等
、
処
理
日
と
財
団
受
付
日
に
ず
れ
が
出
て
掲
載
時
期
が
ず
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
こ
と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

木
村  

利
雄

坂
口  

富
憲

杉
山  

静
枝

中
野  

曹
一

吉
田  

旭
雄

山
梨
県

鶴
田  

秋
生

長
野
県

井
出  
清
子

柳
沢  

伸
一

岐
阜
県

清
水  

孝
子

愛
知
県

北
畠  

映
子

松
下  

典
子

滋
賀
県

川
瀬  

庄
平

京
都
府

中
谷  

武
雄

古
海  

り
え
子

大
阪
府

中
下  

肇
子

光
吉  

順
子

兵
庫
県

桑
山  

信
子

中
村  

保
佑

星  
英
光

森
本  
勝
之

奈
良
県

河
野  

平
八

さ
わ
や
か
パ
ー
ト
ナ
ー
個
人
（
66
件
）

（
都
道
府
県
別
50
音
順
）

さ
わ
や
か
パ
ー
ト
ナ
ー
法
人
（
6
件
）（

50
音
順
）

北
海
道

野
口  

道
雄

岩
手
県

大
久
保  

孝
信

宮
城
県

内
海  

春
雄

山
形
県

高
橋  

政
春

福
島
県

小
山  

豊

栃
木
県

山
田  

智
子

埼
玉
県

今
村  

和
喜
子

関
根  

美
那
子

濱
田  

純
一

向
所  

ふ
み
代

千
葉
県

伊
藤  

博
行

川
口  

清

高
柴  

正
義

藤
本  

政
子

三
石  

治
子

渡
辺  

誠

東
京
都

有
馬  

正
史

井
嶋  

一
友

井
上  

敦
子

小
滝  

義
浩

小
野
島  

一

香
川  

昇

加
藤  

良
彦

紙
透  
由
美
子

神
永  

光
男

川
井  

信
義

小
西  

達
朗

下
川
原  

直
明

菅
尾  

尚
彦

中
井  

郁
子

永
島  

崇
子

田  

忠
昭

山
田  

秀
之

山
寺  

博
丸

渡
邉  

一
衛

神
奈
川
県

井
上  

達
也

加
藤  

博
善

川
尻  

富
士
枝

加
藤  

由
紀
子
（
10
万
円
）

長
山  

文
美
（
5
千
円
）

丸
山  

式
子
（
1
万
円
）

一
般
ご
寄
付
（
3
件
）

（
50
音
順
）

匿
名
希
望
（
2
万
円
）

地
域
助
け
合
い
基
金
ご
寄
付
（
1
件
）

（
ご
寄
付
日
付
順
）
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さわやか福祉財団
　

第
40
回
理
事
会
が
、
3
月
21
日
午
後
1
時

半
か
ら
東
京
・
丸
の
内
の
丸
ビ
ル
コ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
ス
ク
エ
ア
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
定

款
の
規
定
に
基
づ
き
清
水
肇
子
理
事
長
が
議

長
を
務
め
、
冒
頭
、
昨
年
6
月
に
就
任
し
本

会
か
ら
新
た
に
出
席
さ
れ
た
新
田
國
夫
理
事

の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
、
議
案
の

そ
の
点
は
可
能
な
支
援
を
行
い
つ
つ
も
、
当

財
団
と
し
て
は
、
あ
ら
た
め
て
つ
な
が
り
の

再
構
築
・
助
け
合
い
の
推
進
を
原
点
と
し
て
、

共
生
す
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
価
値
創

造
を
強
力
に
推
進
す
る
、
と
説
明
し
ま
し
た
。

　

以
上
を
踏
ま
え
て
、
事
業
計
画
で
は
、
14

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
こ
と
。
ふ
れ

あ
い
推
進
事
業
は
6
つ
、
情
報
・
調
査
事
業

は
従
来
通
り
3
つ
だ
が
、
社
会
参
加
推
進
事

業
で
は
「
子
ど
も
の
未
来
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
新
設
し
た
。
今
、
社
会
の
重
要
キ
ー

ワ
ー
ド
は
「
共
生
」
「
孤
立
・
孤
独
」
「
こ

ど
も
ま
ん
な
か
社
会
」
「
認
知
症
」
で
あ
り
、

人
生
1
0
0
年
時
代
の
こ
れ
か
ら
は
、
「
い

き
が
い
」「
ふ
れ
あ
い
」「
助
け
合
い
」「
自

主
的
な
社
会
参
加
」
の
重
要
性
が
さ
ら
に
高

ま
る
こ
と
か
ら
、
実
施
事
業
を
通
じ
て
引
き

続
き
強
力
に
訴
え
か
け
て
い
く
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
事
務
局
長
の
大
石
か
ら
予
算
案

の
概
要
に
つ
い
て
説
明
。
以
上
の
説
明
の
後
、

審
議
に
入
り
清
水
理
事
長
か
ら
2
0
2
5
年

度
の
全
体
説
明
お
よ
び
事
業
計
画
に
つ
い
て

説
明
が
な
さ
れ
、
鶴
山
芳
子
常
務
理
事
が
現

在
の
地
域
の
状
況
の
補
足
説
明
を
行
い
ま
し

た
。

　

25
年
度
の
全
体
事
業
の
大
き
な
方
向
性
と

し
て
、
2
0
2
5
年
は
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
構
築
の
め
ど
と
さ
れ
た
年
で
あ
る
が
、

各
地
の
仕
組
み
づ
く
り
は
ま
だ
道
半
ば
で
あ

り
、
国
は
、
課
題
や
成
果
を
包
含
し
て
地
域

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
40
年
を
次
の
大

き
な
目
標
年
度
と
し
て
い
る
。
当
財
団
が
強

力
に
進
め
て
き
て
い
る
自
助
と
互
助
の
連
携

強
化
、
住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り
は
一
層
重

要
な
意
味
合
い
を
持
つ
が
、
一
方
で
こ
う
し

た
住
民
活
動
は
成
果
が
見
え
づ
ら
く
定
着
に

時
間
が
か
か
る
た
め
、
10
年
前
の
改
正
介
護

保
険
法
施
行
時
に
比
べ
て
行
政
の
取
り
組
み

姿
勢
が
弱
く
な
っ
て
い
る
状
況
が
う
か
が
え

る
。
国
は
企
業
へ
の
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
の
働
き
か
け
強
化
を
進
め
て
お
り
、

第
40
回 

理
事
会
を
開
催
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2
0
2
5
年
度
　
地
方
自
治
体
か
ら
の
新
研
修
生
を
紹
介
し
ま
す

　

4
月
よ
り
東
京
都
教
育
委
員
会
か
ら
「
令

和
7
年
度
長
期
社
会
体
験
派
遣
研
修
生
」
と

し
て
、
共
生
社
会
推
進
担
当
に
着
任
し
ま
し

た
雛
形
亮
我
と
申
し
ま
す
。

　

勤
務
し
て
い
た
学
校
で
は
、
昨
年
度
、
地

元
自
治
会
主
体
の
小
学
校
の
防
災
訓
練
に
も

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
住
民
や
Ｐ

Ｔ
Ａ
、
消
防
団
、
地
域
の
消
防
署
の
協
力
も

あ
り
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
地
域
の
一
員
と
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
方
と
ふ
れ
あ
う
こ

と
や
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
実

感
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
の
警
察
署
や
消

防
署
に
出
向
き
作
品
を
贈
呈
す
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
で
は
、
日
々
の
学
習
が
地

理
事
、
監
事
、
顧
問
と
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、

議
案
は
す
べ
て
出
席
理
事
全
員
一
致
で
原
案

域
と
の
つ
な
が
り
の
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し

た
。

　

自
ら
の
視
野
を
広
げ
、
さ
わ
や
か
福
祉
財

団
の
理
念
で
あ
る
「
新
し
い
ふ
れ
あ
い
社
会

づ
く
り
」
に
向
け
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
や
協
議
体
、
さ
わ
や
か
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
と
連
携
し
、
多
様
な
角
度
か
ら
地
域

で
の
助
け
合
い
活
動
に
つ
な
が
る
取
り
組
み

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

研
修
期
間
は
1
年
間
で
は
あ
り
ま
す
が
、

財
団
の
一
員
と
し
て
精
一
杯
尽
力
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

通
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。（

大
石　

敏
晴
）

助
け
合
い
の
地
域
づ
く
り
に
向
け
て

雛
形  

亮
我

東
京
都
教
育
委
員
会

自治体研修生と就業体験実習

　当財団では1997年度から毎年度、全国の自治体や教育委員会から研修生
として94名の方々を受け入れてきました。研修生の皆さんには、財団のリー
ダー職員と共にプロジェクトの実行に主体的に関わっていただいています。
　また、実際の職場で事務などの仕事を体験することで、今後の社会生活に
役立ててもらおうと、「就業体験実習」として都内の特別支援学校等からこ
れまでに85名の生徒さんを受け入れてきました。
　研修生の中には、研修終了後も財団とつながりを持ち、さまざまな形でご
協力いただいている方たちもいます。
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【
3
月
4
日
】
「
百
聞
は
一
見

に
如
か
ず
」
。
住
民
主
体
の
助

け
合
い
の
理
解
と
参
加
者
同
士

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
目
的
に
、

山
梨
県
内
の
Ｓ
Ｃ
と
自
治
体
職

員
を
対
象
と
し
た
助
け
合
い
の

現
場
視
察
を
実
施
し
、
16
名
が

参
加
し
た
。
当
財
団
主
催
、
山

梨
県
ブ
ロ
ッ
ク
共
催
。

　

視
察
先
は
、
同
県
富
士
吉
田

市
で
活
動
す
る
「
一
般
社
団
法

人
ヒ
ト
ナ
リ
」
が
運
営
す
る
共

生
の
居
場
所
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ハ

ウ
ス
宝
島
」
（
以
下
、
宝
島
）。

宝
島
は
、
代
表
の
上
田
潤
氏
の

住
ま
い
を
「
住
み
開
き
」
し
て

い
る
。
最
初
に
上
田
氏
よ
り
、

ニ
ー
ズ
か
ら
次
第
に
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
が
始
ま
り
、
集
う
高
齢

者
の
力
を
生
か
そ
う
と
シ
ニ
ア

協
働
モ
デ
ル
の
開
発
が
始
ま
っ

た
こ
と
な
ど
の
事
業
説
明
を
受

け
、
質
疑
応
答
の
時
間
を
取
っ

た
。
例
え
ば
、
行
政
と
の
連
携

に
つ
い
て
の
質
問
に
は
「
ク
ラ

イ
ア
ン
ト
は
地
域
。
行
政
と
対

等
に
な
れ
た
ら
行
政
の
力
を
引

き
出
す
」
と
の
回
答
。
さ
ま
ざ

ま
な
質
問
が
飛
び
交
っ
た
。

　

そ
の
後
、
近
隣
の
飲
食
店
の

人
手
不
足
の
ニ
ー
ズ
と
料
理
好

き
の
高
齢
者
た
ち
の
マ
ッ
チ
ン

グ
で
始
ま
っ
た
活
動
を
学
ぼ
う

と
、
飲
食
店
に
移
動
。
高
齢
者

た
ち
は
週
2
回
、
“
お
通
し
”

作
り
に
関
わ
っ
て
い
る
が
、
収

益
は
宝
島
に
運
営
費
と
し
て
寄

各
地
・
各
事
業
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す

付
し
て
い
る
。
お
い
し

い
ラ
ン
チ
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
い
き
い
き
と

活
躍
す
る
通
称

“
宝

島
ガ
ー
ル
ズ
”
に
話
を

聞
い
た
。
「
料
理
が
好

き
で
、
こ
こ
で
み
ん
な

■ 

山
梨
県

ふ
れ
あ
い
推
進
事
業

「
現
場
視
察
＆
情
報
交
換
会
ツ
ア
ー 

in 

富
士
吉
田
」

「
好
き
な
こ
と
」「
得
意
」
を
生
か
す
活
動
を
視
察

飲食店で活動者の話を聞く
現場視察参加者たち

　
地
域
支
援
事
業
の
活
動
報
告
は
、
こ
の
ほ
か
に
当
財
団
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｓ
Ｃ
＝
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
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■ 

蓮
田
市
（
埼
玉
県
）

再
編
後
の
協
議
体
が
集
っ
て
情
報
交
換
と
エ
ー
ル

「
協
議
体
の
つ
ど
い
」
開
催 り

、
と
て
も
好
評
だ
っ
た
。

　

高
齢
に
な
っ
て
も
好
き
な
こ

と
や
得
意
な
こ
と
を
生
か
し
て

活
躍
で
き
る
地
域
。
地
域
の
人

が
そ
れ
ぞ
れ
に
自
然
に
助
け
合

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
住
民

主
体
の
活
動
を
学
ぶ
機
会
と
な

っ
た
。
ヒ
ト
ナ
リ
が
目
指
す

「
ヒ
ト
」
が
「
ト
ナ
リ
」
で
向
き

合
い
、「
共
に
生
き
る
文
化
」

が
生
ま
れ
て
い
る
場
を
体
験
で

き
る
視
察
と
な
っ
た
。

（
大
坪　

直
子
、
鶴
山　

芳
子
）

と
作
る
の
が
と
て
も
楽
し
い
」

「
自
分
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
さ

れ
る
つ
も
り
で
来
た
ら
、
す
る

側
に
な
っ
て
び
っ
く
り
。
で
も

楽
し
く
て
や
め
ら
れ
な
い
」
な

ど
と
弾
け
る
笑
顔
で
コ
メ
ン
ト
。

上
田
氏
の
「
高
齢
者
の
元
気
は

国
益
、
現
役
世
代
や
若
者
の
希

望
の
光
」
と
い
う
話
を
実
感
し

た
。
参
加
者
か
ら
は
、
「
宝
島

ガ
ー
ル
ズ
の
声
を
多
く
の
方
に

伝
え
た
い
」
「
住
民
た
ち
と
視

察
に
来
た
い
」
等
の
反
響
が
あ

や
る
気
の
あ
る
メ
ン
バ
ー
が
集

ま
り
、
住
民
の
要
望
を
ア
ン
ケ

ー
ト
な
ど
で
確
認
し
な
が
ら
、

月
1
回
の
ペ
ー
ス
で
話
し
合
い

を
続
け
て
き
た
。

　

今
回
の
「
つ
ど
い
」
は
、
再

編
後
の
協
議
体
活
動
の
発
表
を

中
心
に
情
報
交
換
も
組
み
合
わ

せ
、
財
団
は
各
協
議
体
ご
と
に

活
動
の
活
性
化
や
今
後
の
進
め

方
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
よ
う
コ
メ

ン
ト
し
、
さ
ら
な
る
発
展
を
目

指
し
た
。

　

活
動
発
表
は
、
第
1
層
協
議

体
お
よ
び
第
2
層
協
議
体
6
地

区
か
ら
行
わ
れ
た
。

　

第
1
層
協
議
体
で
は
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
や
シ
ニ
ア
向
け
の

ス
マ
ホ
体
験
講
座
を
精
力
的
に

進
め
た
。
ス
マ
ホ
の
基
本
操
作

だ
け
で
な
く
、
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
な
ど
ア
ン
ケ
ー
ト
で
課

た
。
同
市
で
は
、
昨
年
4
月
と

5
月
に
勉
強
会
を
実
施
し
、
協

議
体
へ
の
参
加
希
望
者
を
中
心

に
第
2
層
協
議
体
を
再
編
し
た
。

【
3
月
5
日
】
令
和
6
年
度
蓮

田
市
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

「
協
議
体
の
つ
ど
い
」
が
開
催

さ
れ
、
当
財
団
は
講
師
を
務
め

題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
「
買
い

物
の
不
便
さ
解
消
」
に
も
つ
な

が
る
取
り
組
み
を
行
っ
た
。

　

蓮
田
南
地
区
は
、
ボ
ッ
チ
ャ

を
通
じ
た
交
流
を
進
め
な
が
ら

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
地
域

ニ
ー
ズ
を
確
認
し
た
。
中
央
小

地
区
は
、
自
然
豊
か
な
地
域
の

特
性
を
生
か
し
、
「
お
散
歩
カ

ー
ド
」
を
配
布
す
る
こ
と
で
外

出
意
欲
を
高
め
る
取
り
組
み
を

行
っ
た
。
今
後
は
、
運
動
を
通

じ
た
地
域
の
つ
な
が
り
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
く
。

　

黒
浜
地
区
は
、
移
動
支
援
の

充
実
と
デ
ジ
タ
ル
に
よ
る
情
報

格
差
の
解
消
を
目
標
に
掲
げ
、

他
市
町
村
の
取
り
組
み
を
参
考

に
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
方
針

を
決
定
し
た
。
黒
浜
西
地
区
は
、

住
民
の
困
り
事
を
把
握
す
る
た

め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
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「
し
て
ほ
し
い
こ
と
」
だ
け
で

な
く
「
し
て
あ
げ
ら
れ
る
こ

と
」
も
調
査
し
た
。
そ
の
結
果
、

支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
声
以

上
に
、
何
ら
か
の
支
援
が
で
き

る
と
回
答
し
た
住
民
が
多
く
い

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
今
後
は

地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
と
連

携
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
声
を

生
か
し
て
活
動
を
進
め
て
い
く

予
定
で
あ
る
。

　

蓮
北
小
地
区
は
、
「
は
じ
め

ま
し
て
の
会
」
を
開
催
し
、
地

区
内
を
巡
回
し
な
が
ら
住
民
同

士
が
話
し
合
う
場
を
設
け
た
。

今
後
も
こ
の
話
し
合
い
の
場
を

継
続
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

平
野
地
区
は
、
根
金
大
山
を
モ

デ
ル
地
区
と
定
め
、
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
た
。
今
後
は
集
い

の
場
を
設
け
、
住
民
が
困
っ
た

と
き
に
気
軽
に
声
を
上
げ
ら
れ

る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

を
決
定
し
た
。

　

各
地
区
の
発
表
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
区
が
住
民
の
声
を
聞

き
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

づ
く
り
を
目
指
し
て
自
分
た
ち

に
で
き
る
こ
と
を
前
向
き
に
進

め
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
た
。

　

続
い
て
、
第
2
層
協
議
体
委

員
が
一
堂
に
会
す
る
こ
の
機
会

を
生
か
し
て
、
協
議
体
を
超
え

た
グ
ル
ー
プ
で
車
座
に
な
り
、

短
時
間
な
が
ら
活
発
な
意
見
交

換
を
行
っ
た
。

　

最
後
に
、
各
地
区
の
リ
ー
ダ

ー
が
前
に
出
て
エ
ー
ル
を
交
換
。

「
他
の
協
議
体
も
地
域
の
た
め

に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
少
し
で
も
地
域
を
良

く
し
て
い
き
た
い
」
「
協
力
を

得
な
が
ら
や
り
た
い
こ
と
が
い

っ
ぱ
い
あ
る
。
頑
張
っ
て
い
こ

う
」
な
ど
の
エ
ー
ル
と
と
も
に
、

「
頑
張
ろ
う

」
の
唱
和
を
呼

び
か
け
た
リ
ー
ダ
ー
も
い
た
。

　

会
に
出
席
し
た
山
口
京
子
市

長
か
ら
も
「
地
域
の
こ
と
を
真

剣
に
考
え
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ん

に
感
謝
し
た
い
」
と
の
言
葉
が

贈
ら
れ
た
。
記
念
撮
影
で
は
、

市
長
を
囲
み
前
向
き
に
取
り
組

み
を
進
め
て
い
こ
う
と
ガ
ッ
ツ

ポ
ー
ズ
で
決
意
を
新
た
に
し
た
。

　

協
議
体
再
編
後
、
メ
ン
バ
ー

は
主
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
の

難
し
さ
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
て

い
た
よ
う
だ
が
、
こ
の
よ
う
な

情
報
交
換
の
場
を
設
け
る
こ
と

は
、
活
動
の
活
発
化
を
促
す
支

援
の
一
つ
に
な
る
と
感
じ
る
。

や
る
気
と
熱
意
の
あ
る
メ
ン
バ

ー
が
集
ま
っ
た
蓮
田
市
の
協
議

体
。
今
後
の
さ
ら
な
る
発
展
に

期
待
し
た
い
。 

（
岡
野　

貴
代
）
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蓮田市「協議体のつどい」での意見交換の様子
「頑張ろう　」の唱和で
エールを送り合う参加者たち
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「
認
知
症
の
人
や
家
族
へ
の
早

期
の
支
援
策
に
つ
い
て
」
と
題

し
、
認
知
症
の
基
礎
知
識
、
認

知
症
が
疑
わ
れ
た
場
合
ど
の
よ

う
な
過
程
で
医
療
に
つ
な
ぐ
か

等
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

　

続
い
て
財
団
よ
り
「
認
知
症

の
人
を
支
え
る
関
係
者
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
、
地
域
連
携

に
つ
い
て
」
と
題
し
て
講
演
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
、
地

域
支
援
事
業
、
地
域
資
源
と
の

連
携
、
事
例
を
交
え
て
説
明
し

た
。
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分

ら
し
く
暮
ら
す
た
め
に
、
な
じ

み
の
関
係
の
中
で
お
互
い
が
理

解
し
助
け
合
う
こ
と
が
重
要
で
、

介
護
、
福
祉
、
医
療
、
み
ん
な

【
3
月
6
日
】
奈
良
県
主
催
で

「
令
和
6
年
度
認
知
症
施
策
関

係
者
研
修
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
各
自
治
体
に
お
け
る
支
援

体
制
づ
く
り
を
着
実
に
進
め
、

認
知
症
施
策
の
効
果
的
・
継
続

的
な
取
り
組
み
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
。
参
加
者
は
県

職
員
、
県
内
行
政
職
員
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
等
50

名
程
度
。
当
財
団
は
講
義
で
協

力
し
た
。

　

県
の
あ
い
さ
つ
と
行
政
説
明

に
続
き
、
認
知
症
看
護
認
定
看

護
師
の
大
西
恵
子
氏
が
講
演
。

で
各
々
の
強
み
を
生
か
し
な

が
ら
連
携
し
て
取
り
組
む
こ

と
が
大
切
、
と
伝
え
た
。
事

例
と
し
て
、
地
域
の
中
で
い

き
が
い
を
見
つ
け
た
認
知
症

当
事
者
の
動
画
も
紹
介
し
た
。

　

市
町
村
報
告
で
は
、
同
県

生
駒
市
の
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ

「
認
知
症
支
え
隊
」
、
奈
良

市
の
脳
体
力
ト
レ
ー
ナ
ー

「
Ｃ
ｏ
ｇ
Ｅ
ｖ
ｏ
」
が
発
表

し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
は
、
①

ど
こ
で
、
何
を
す
る
と
き
に
、

ど
ん
な
困
り
事
が
あ
る
か
、

②
困
り
事
に
対
し
て
、
認
知

症
の
本
人
・
家
族
が
利
用
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
や
社
会
資
源
は
何

か
、
③
さ
ら
に
あ
る
と
よ
い
社

会
資
源
は
何
か
、
の
3
つ
に
つ

い
て
、
色
分
け
さ
れ
た
付
箋
で

書
き
出
し
、
議
論
し
た
。
発
表

で
は
「
生
駒
の
チ
ー
ム
オ
レ
ン

ジ
の
取
り
組
み
が
で
き
る
よ
う

な
体
制
を
つ
く
り
た
い
」
「
認

知
症
の
自
覚
が
な
く
、
通
院
し

な
い
方
が
い
る
。
今
後
は
地
域

住
民
を
巻
き
込
ん
だ
支
え
合
い

認
知
症
の
人
と
家
族
が
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に

「
認
知
症
施
策
関
係
者
研
修
会
」
に
協
力

■ 

奈
良
県

2025.5 28

奈良県「認知症施策関係者研修会」の様子
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の
認
知
症
へ
の
理
解
を
促
し
、

地
域
の
中
で
助
け
合
う
活
動
へ

つ
な
げ
て
ほ
し
い
。
地
域
資
源

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
も

進
め
、
そ
れ
ら
を
活
用
し
て
そ

の
人
ら
し
い
生
活
が
送
れ
る
地

域
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
」
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。

（
目
﨑　

智
恵
子
）

と
、
そ
れ
を
今
後
ど
の
よ
う
に

発
展
さ
せ
る
か
を
目
的
と
し
、

藤
井
寺
市
や
同
市
社
協
職
員
約

10
名
と
、
地
域
活
動
者
47
名
が

参
加
し
た
。

　

行
政
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、

財
団
よ
り
日
本
の
高
齢
者
の
現

状
や
介
護
予
防
、
社
会
参
加
、

生
活
支
援
の
説
明
を
行
っ
た
。

を
も
っ
と
意
識
し
た
い
」
等
、

前
向
き
な
意
見
が
多
く
聞
か
れ

た
。

　

最
後
に
財
団
よ
り
「
皆
さ
ん

は
す
で
に
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を

さ
れ
て
い
る
。
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア

世
代
の
理
解
が
進
む
よ
う
な
ア

プ
ロ
ー
チ
も
考
え
て
い
け
る
と

い
い
。
世
代
を
超
え
た
方
々
へ

【
3
月
11
日
】
藤
井
寺
市
社
会

福
祉
協
議
会
主
催
「
地
域
活
動

し
て
い
る
人
集
ま
れ
！
大
交
流

会
」
～
つ
な
が
っ
て
支
え
合
う

藤
井
寺
づ
く
り
～
が
開
催
さ
れ
、

当
財
団
、
財
団
の
助
け
合
い
推

進
パ
ー
ト
ナ
ー
中
家
裕
美
氏

（
同
府
岬
町
Ｓ
Ｃ
）
が
協
力
し

た
。
同
市
の
地
域
活
動
の
現
状

高
齢
者
の
孤
立
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
お
り
、
つ
な
が
り
が

重
要
。
つ
な
が
り
が
あ
る
人
は

認
知
症
発
症
リ
ス
ク
や
早
期
死

亡
リ
ス
ク
等
が
低
い
こ
と
を
デ

ー
タ
で
示
し
た
。

　

中
家
氏
は
、
高
齢
化
率
40
％

の
岬
町
の
住
民
主
体
の
活
動
を

紹
介
。
「
何
を
す
る
か
」
よ
り

「
何
が
し
た
い
か
」
、
ま
た
、

住
民
が
主
体
的
に
参
加
す
る
こ

と
が
重
要
と
し
、
「
楽
に
暮
ら

す
で
は
な
く
、
楽
し
く
暮
ら
す

こ
と
に
重
点
を
置
い
て
ほ
し

い
」
と
語
っ
た
。
藤
井
寺
市
Ｓ

Ｃ
の
羽
根
武
志
氏
は
、
住
民
参

加
型
の
情
報
誌
の
発
行
な
ど
つ

な
が
り
を
つ
く
る
た
め
の
取
り

組
み
を
報
告
し
た
。

　

次
に
、
活
動
者
同
士
に
よ
る

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
、
つ
な
が
り
を
ア
ッ
プ
す
る

に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
を
話

し
合
っ
た
。
Ａ
3
用
紙
に
た
く

さ
ん
の
意
見
が
書
か
れ
、
発
表
。

「
60
歳
以
下
の
人
た
ち
へ
の
発

信
を
十
分
に
行
う
こ
と
が
必
須
。

そ
う
す
れ
ば
も
っ
と
つ
な
が
れ

る
」
「
昼
間
の
集
ま
り
は
子
連

れ
Ｏ
Ｋ
に
す
る
。
“
会
議
色
”

2025.529

「
地
域
活
動
し
て
い
る
人
集
ま
れ
！
大
交
流
会
」
開
催

■ 

藤
井
寺
市
（
大
阪
府
）

藤井寺市
「大交流会」
の様子
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を
払
拭
す
る
」
「
高
齢
者
の
発

表
の
場
を
子
ど
も
の
発
表
の
場

に
し
て
、
み
ん
な
で
盛
り
上
げ

よ
う
」
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
情
報
を
流

す
」
等
の
多
様
な
意
見
が
出
た
。

　

最
後
に
財
団
か
ら
「
自
分
ら

し
い
暮
ら
し
が
継
続
で
き
る
よ

う
、
ま
ず
は
自
分
た
ち
が
楽
し

く
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
。
そ

の
た
め
に
み
ん
な
で
話
し
合
う

場
を
つ
く
り
、
Ｓ
Ｃ
の
羽
根
さ

ん
に
も
相
談
し
て
、
楽
し
み
な

が
ら
地
域
活
動
を
し
ま
し
ょ
う
」

と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。

（
目
﨑  

智
恵
子
）

【
3
月
17
日
】
毎
年
恒
例
の

「
令
和
6
年
度　

村
上
市
1
層

2
層
互
近
所
さ
さ
え
～
る
隊
合

同
研
修
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

2
0
1
7
年
か
ら
、
第
1
層
お

よ
び
第
2
層
5
圏
域
協
議
体
の

体
制
を
つ
く
り
、
圏
域
の
特
性

を
生
か
し
て
助
け
合
う
地
域
づ

く
り
を
推
進
し
て
き
た
村
上
市
。

が
着
実
に
広
が
っ
て
い
る
。
こ

の
合
同
研
修
会
は
年
1
回
、
一

堂
に
会
し
各
第
2
層
と
第
1
層

の
取
り
組
み
報
告
を
共
有
。
そ

の
後
、
地
域
を
混
ぜ
た
グ
ル
ー

プ
で
各
地
域
の
取
り
組
み
に

「
い
い
ね
ポ
イ
ン
ト
」
を
付
け

た
り
「
夢
の
提
案
」
を
話
し
合

っ
た
り
し
て
、
発
表
で
共
有
。

「
自
分
の
地
域
で
も
参
考
に
し

た
い
」
「
や
っ
て
み
た
い
、
活

用
し
た
い
」
な
ど
前
向
き
な
発

言
も
多
か
っ
た
。

　

当
財
団
は
、
新
潟
県
の
担
当

者
で
あ
る
田
村
ま
み
氏
と
共
に

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
コ
メ
ン

ト
。
良
い
点
な
ど
を
伝
え
、
課

題
に
対
し
て
各
地
の
ノ
ウ
ハ
ウ

も
ヒ
ン
ト
と
し
て
紹
介
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
が
刺
激
に
な
り
、

活
動
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ

プ
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で

住
民
へ
の
公
募
で
命
名
し
、
協

議
体
は
「
互
近
所
さ
さ
え
～
る

隊
会
議
」
、
Ｓ
Ｃ
は
「
生
活
さ

さ
え
あ
い
隊
長
」
と
し
て
い
る
。

座
談
会
を
重
ね
て
い
る
地
域
も

多
く
、
8
年
間
、
第
2
層
ご
と

に
特
徴
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
住
民

へ
の
働
き
か
け
に
よ
り
「
自
分

事
」
と
感
じ
参
加
す
る
人
た
ち

は
な
い
か
と
感
じ
た
。
座
談
会

を
は
じ
め
と
す
る
住
民
へ
の
働

き
か
け
や
ニ
ー
ズ
調
査
等
に
よ

り
「
地
域
の
茶
の
間
」
や
移
動

支
援
、
生
活
支
援
な
ど
も
生
ま

れ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
や
集
落
支
援
員

な
ど
と
も
自
然
に
つ
な
が
っ
て

動
い
て
い
る
と
こ
ろ
も
村
上
市

の
特
徴
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も

注
目
し
て
い
き
た
い
。

（
鶴
山　

芳
子
）

2025.5 30

協
議
体
「
互
近
所
さ
さ
え
～
る
隊
」
の
合
同
研
修
会
開
催

「
い
い
ね
ポ
イ
ン
ト
」「
夢
の
提
案
」
で
協
議
体
の
や
る
気
ア
ッ
プ

■ 

村
上
市
（
新
潟
県
）

村上市「互近所ささえ～る隊合同研修会」の様子
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ウ
ム
と
し
て
、
日
本
老
年
学
会

と
共
催
し
実
施
す
る
こ
と
が
承

認
さ
れ
た
。
「
エ
イ
ジ
フ
レ
ン

ド
リ
ー
な
地
域
共
生
社
会
に
向

け
て
」
と
題
し
て
、
駒
村
康
平

氏
（
慶
應
義
塾
大
学
経
済
学
部

教
授
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・

ジ
ェ
ロ
ン
ト
ロ
ジ
ー
研
究
セ
ン

タ
ー
長
）、
荒
井
秀
典
氏
（
日

本
老
年
学
会
理
事
長
）
、
狩
野

光
伸
氏
（
岡
山
大
学
副
学
長
）、

清
水
共
同
代
表
、
杉
啓
以
子
氏

（
高
連
協
理
事
）
が
登
壇
し
、

基
調
講
演
が
行
わ
れ
る
（
裏
表

動
い
て
い
る
と
こ
ろ
も
村
上
市

の
特
徴
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も

【
3
月
24
日
】
「
2
0
2
4
年

度
第
2
回
高
齢
社
会
Ｎ
Ｇ
Ｏ
連

携
協
議
会
（
高
連
協
）
総
会
」

が
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
で
開
催
さ

れ
た
。
一
般
社
団
法
人
日
本
老

年
医
学
会
元
理
事
長
で
名
誉
会

員
の
大
内
尉
義
氏
、
清
水
肇
子

当
財
団
理
事
長
の
両
共
同
代
表

出
席
の
下
、
正
会
員
18
団
体
中

16
団
体
が
参
加
し
、
総
会
は
成

立
し
た
。
升
田
忠
昭
理
事
（
公

益
社
団
法
人
長
寿
社
会
文
化
協

会
理
事
）
が
議
長
に
選
出
さ
れ

総
会
は
進
行
。
主
な
議
題
は
、

1
・
2
0
2
5
年
度
事
業
計
画

（
案
）
に
関
す
る
件　

2
・
2

注
目
し
て
い
き
た
い
。

（
鶴
山　

芳
子
）

0
2
5
年
度
予
算
計
画
（
案
）

に
関
す
る
件
。

　

2
0
2
5
年
度
事
業
計
画
で

は
、
政
策
提
言
及
び
そ
の
た
め

の
調
査
事
業
と
し
て
、
①
日
本

老
年
学
会
と
新
た
に
連
携
し
、

高
連
協
の
取
り
組
み
と
考
え
方

を
広
め
、
よ
り
良
い
高
齢
社
会

の
あ
り
方
に
つ
い
て
提
言
す
る

た
め
、
第
34
回
日
本
老
年
学
会

総
会
（
第
67
回
日
本
老
年
医
学

会
学
術
集
会
・
本
年
6
月
27
～

29
日
、
幕
張
メ
ッ
セ
に
て
開
催
）

の
集
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
う
ち
、

27
日
13
時
20
分
～
15
時
20
分
の

セ
ッ
シ
ョ
ン
を
合
同
シ
ン
ポ
ジ

2025.531

社
会
参
加
推
進
事
業

高
連
協
「
２
０
２
４
年
度
第
２
回
総
会
」
開
催

■ 

子
ど
も
の
未
来
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
（
4
月
1
日
付
） 

　
野
尻
　
史
子

　
こ
の
た
び
、
12
年
の
時
を
経
て
「
さ
わ
や
か
福
祉
財
団
」
に
再
び

入
職
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
の
翌
年
、
2
0
1

2
年
4
月
か
ら
1
年
間
、
東
京
都
教
育
委
員
会
か
ら
の
研
修
生
と
し

て
、
被
災
地
か
ら
都
内
へ
の
県
外
避
難
者
の
皆
様
が
立
ち
上
げ
た

「
同
行
会
」
運
営
に
関
わ
り
、
「
地
域
の
絆
」
再
生
を
目
指
し
た
支

援
活
動
に
従
事
し
た
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
の
暮
ら
す
ま
ち
・
地
域

に
お
け
る
「
学
校
」
の
あ
り
方
を
再
認
識
す
る
機
会
に
も
な
り
ま
し

た
。
39
年
間
の
教
職
お
よ
び
校
長
職
経
験
を
、
財
団
の
理
念
を
実
現

す
る
事
業
展
開
に
少
し
で
も
生
か
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
う
れ
し
く
思

い
ま
す
。
改
め
ま
し
て
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

入
職
の
お
知
ら
せ
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紙
参
照
）
。
日
本
老
年
学
会
と

高
連
協
の
活
動
を
広
め
提
言
す

る
機
会
と
し
て
、
会
員
団
体
の

結
束
し
た
広
報
と
集
客
に
向
け

た
展
開
を
確
認
し
た
。
ま
た
、

②
高
連
協
会
員
団
体
を
は
じ
め

一
般
に
も
参
加
を
募
る
情
報
交

換
会
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
実
施
及

び
冊
子
・
ツ
ー
ル
等
の
作
成
を

検
討
し
、
広
く
社
会
に
向
け
て

【
3
月
6
・
7
日
】
令
和
6
年

度
の
地
域
づ
く
り
加
速
化
事
業

に
お
い
て
、
伴
走
的
支
援
を
受

け
た
各
市
町
村
の
報
告
会
が
3

日
間
に
わ
た
り
オ
ン
ラ
イ
ン
で

開
催
さ
れ
た
。
令
和
6
年
度
に

支
援
を
受
け
た
全
国
24
市
町
村

提
案
・
提
言
し
、
国
や
関
係
機

関
と
の
連
携
を
強
め
、
さ
ら
に

新
規
会
員
獲
得
を
進
め
て
い
く

事
業
も
承
認
さ
れ
た
。

　

承
認
さ
れ
た
事
業
計
画
は
当

財
団
の
社
会
参
加
推
進
事
業
に

つ
な
が
る
事
業
で
あ
り
、
し
っ

か
り
と
推
進
し
て
い
き
た
い
。

（
玉
置　

英
明
）

が
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
課
題

を
抱
え
、
支
援
を
通
じ
て
ど
の

よ
う
に
変
化
し
た
か
、
各
市
町

村
が
報
告
し
、
支
援
チ
ー
ム
と

し
て
関
わ
っ
た
都
道
府
県
、
厚

生
局
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
の

発
表
や
コ
メ
ン
ト
を
共
有
し
た
。

気
づ
き
を
生
む
。
当
初
、
担
当

者
の
み
で
悩
ん
で
い
た
ま
ち
も
、

3
回
の
支
援
で
関
係
す
る
組
織

や
人
が
増
え
事
業
を
推
進
す
る

チ
ー
ム
が
生
ま
れ
て
い
く
。
ま

た
、
各
市
町
村
の
テ
ー
マ
に
対

し
て
の
3
回
の
支
援
は
多
様
で

あ
り
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
は
全
国

市
町
村
の
参
考
に
な
る
情
報
も

た
く
さ
ん
あ
っ
た
と
思
う
。
ロ

ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
の
成
果
物
を

作
成
し
て
い
る
地
域
も
多
く
、

伴
走
的
支
援
の
積
み
重
ね
で
生

ま
れ
た
気
づ
き
を
生
か
し
て
、

各
地
で
事
業
推
進
チ
ー
ム
が
次

の
展
開
に
向
け
て
強
力
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
。　
　

  　

 

（
鶴
山　

芳
子
）

　

当
財
団
は
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
支
援
し
た
新
潟
県
長
岡

市
の
報
告
に
対
し
他
の
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
と
共
に
コ
メ
ン
ト
し
た
。

人
口
約
25
万
人
の
長
岡
市
は

「
サ
ー
ビ
ス
・
活
動
Ｃ
」
を
テ

ー
マ
と
し
て
こ
の
事
業
に
取
り

組
ん
だ
が
、
人
口
規
模
が
20
万

人
を
超
え
る
自
治
体
に
お
け
る

地
域
特
性
を
生
か
し
た
推
進
に

つ
い
て
も
学
ぶ
機
会
と
な
っ
た
。

　

地
域
づ
く
り
加
速
化
事
業
は
、

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総

合
事
業
や
生
活
支
援
体
制
整
備

事
業
等
の
実
施
、
総
合
事
業
等

を
通
じ
た
地
域
づ
く
り
を
推
進

す
る
事
業
。
多
く
の
市
町
村
が

悩
み
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
る

中
、
支
援
チ
ー
ム
が
寄
り
添
い

な
が
ら
進
め
る
コ
ー
チ
ン
グ
の

支
援
で
、
市
町
村
の
関
係
者
た

ち
が
議
論
を
重
ね
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
・
調
査
事
業
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【
3
月
6
日
】
第
10
期
介
護
保

険
事
業
（
支
援
）
計
画
を
見
据

え
た
一
般
介
護
予
防
事
業
の
充

実
を
図
る
た
め
の
課
題
整
理
に

関
す
る
調
査
研
究
事
業
の
第
4

回
検
討
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、

委
員
と
し
て
出
席
し
た
。
こ
れ

ま
で
検
討
委
員
会
で
重
ね
た
議

論
を
踏
ま
え
て
、
全
国
の
市
町

村
を
対
象
と
し
た
「
一
般
介
護

予
防
事
業
の
全
体
的
な
取
り
組

み
状
況
の
把
握
」
「
一
般
介
護

予
防
事
業
と
他
事
業
の
連
携
状

況
の
把
握
」
「
好
事
例
収
集
」

を
目
的
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
。
ま
た
、
効
果
的
で

魅
力
あ
る
事
例
を
抽
出
し
事
例

集
を
作
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

い
く
つ
か
の
市
町
村
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
調
査
を
進
め
て
い
る
。
こ

の
日
は
ア
ン
ケ
ー
ト
と
ヒ
ア
リ

ン
グ
の
結
果
を
共
有
し
、
近
藤

尚
己
委
員
長
（
京
都
大
学
大
学

院
教
授
）
の
進
行
に
よ
り
5
名

の
委
員
で
議
論
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
3
回
の
検
討
会
や
調

査
結
果
を
通
じ
て
見
え
て
き
た
、

今
後
の
一
般
介
護
予
防
推
進
に

向
け
た
課
題
を
5
つ
に
分
け
議

論
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は

市
町
村
の
人
口
規
模
ご
と
に
分

け
て
整
理
し
た
こ
と
に
よ
り
、

専
門
職
の
有
無
、
自
治
体
内
の

部
署
の
連
携
状
況
、
参
加
者
の

個
人
情
報
の
把
握
、
通
い
の
場

と
し
て
積
極
的
に
展
開
し
た
い

取
り
組
み
等
さ
ま
ざ
ま
な
違
い

も
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。
ヒ
ア

実
現
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、

通
い
の
場
を
は
じ
め
と
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
場
で
運
動
・
体
操
・

栄
養
・
口
腔
、
そ
し
て
社
会
参

加
を
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
こ
と
な
ど
も
共
有
し
た
。
年

を
取
っ
て
も
得
意
な
こ
と
や
好

き
な
こ
と
が
地
域
の
つ
な
が
り

の
中
で
生
か
し
合
え
る
よ
う
な

地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い

く
こ
と
に
期
待
し
た
い
。

（
鶴
山　

芳
子
）

て
、

（2）
研
修
等
の
報
告
、

（3）
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
、

（4）
市
町
村
自
己

評
価
、

（5）
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

に
つ
い
て
。
大
坂
純
委
員
長

（
東
北
こ
ど
も
福
祉
専
門
学
院

副
学
院
長
）
の
進
行
に
よ
り
、

田
中
明
美
副
委
員
長
（
生
駒
市

リ
ン
グ
調
査
の
自
治
体
事
例
も

地
域
の
特
性
を
生
か
し
て
お
り

手
法
も
さ
ま
ざ
ま
で
、
プ
ロ
セ

ス
の
紹
介
も
参
考
に
な
る
と
考

え
ら
れ
る
。

　

今
後
、
介
護
予
防
の
取
り
組

み
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
中

で
、
各
自
治
体
は
地
域
の
実
情

に
合
わ
せ
て
全
体
的
な
事
業
設

計
を
し
て
い
く
の
が
重
要
で
あ

る
こ
と
、
ま
た
、
自
治
体
だ
け

で
な
く
住
民
も
、
望
む
生
活
を

【
3
月
14
日
】
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
深
化
・
推
進
に
向

け
た
広
報
・
伴
走
支
援
を
行
う

地
域
づ
く
り
加
速
化
事
業
の
第

3
回
運
営
委
員
会
が
開
催
さ
れ

た
。
こ
の
日
の
論
点
は
、

（1）
伴

走
的
支
援
の
最
終
報
告
に
つ
い

「
地
域
づ
く
り
加
速
化
事
業
」
第
３
回
運
営
委
員
会
に
出
席

2025.533
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特
命
監
）
を
は
じ
め
と
す
る
委

員
11
名
で
活
発
な
議
論
を
行
っ

た
。

　

2
0
2
4
年
度
の
本
事
業
の

伴
走
的
支
援
は
24
市
町
村
で
実

施
。
報
告
書
案
を
基
に
、
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
し
て
支
援
に
入
っ

た
委
員
や
事
務
局
の
報
告
を
共

有
し
、
25
年
度
に
向
け
て
伴
走

的
支
援
の
方
法
や
内
容
に
つ
い

て
見
直
す
点
な
ど
を
議
論
し
た
。

市
町
村
の
テ
ー
マ
と
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
適
切
な
マ
ッ
チ
ン
グ
の

必
要
性
等
の
意
見
も
出
さ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
も
取
り
組
ま
れ
て
き

た
厚
生
局
ご
と
の
ブ
ロ
ッ
ク
研

修
や
支
援
を
受
け
て
い
る
市
町

村
間
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
支
援

者
間
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
も
行

わ
れ
て
お
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
も

含
め
て
共
有
。
3
年
目
の
工
夫

が
生
か
さ
れ
成
果
も
生
ま
れ
て

い
る
様
子
だ
っ
た
。

　

評
価
に
つ
い
て
は
今
年
度
よ

り
市
町
村
自
己
評
価
を
始
め
て

お
り
、
変
化
を
見
る
大
切
さ
や

支
援
後
の
継
続
と
中
長
期
に
お

け
る
評
価
の
大
切
さ
な
ど
を
共

有
し
た
。
報
告
事
項
で
、
生
活

支
援
体
制
整
備
事
業
を
促
進
す

る
た
め
の
国
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
や
都
道
府
県
に
お
け
る
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
取
り
組
み

も
共
有
さ
れ
た
。
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
や
、
総
合
事
業
な
ど
も

【
3
月
26
日
】
当
財
団
も
勉
強

会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
（
以

下
、
Ｐ
Ｔ
）
の
メ
ン
バ
ー
と
し

て
企
画
・
運
営
に
携
わ
る
「
広

が
れ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪
」
連

絡
会
議
（
以
下
、「
広
が
れ
」
）

課
題
に
つ
い
て
調
査
・
提
言
を

作
成
す
る
と
と
も
に
、
連
続
勉

強
会
「
い
ま
さ
ら
聞
け
な
い
！

地
域 

de 

多
文
化
共
生
」
を
開

催
し
て
き
た
。
今
回
、
コ
ラ
ボ

企
画
と
し
て
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
市
民
活
動
の
根
底
に
あ
る
人

権
（
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ツ
）
を

考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
外
国

に
ル
ー
ツ
の
あ
る
人
の
み
な
ら

ず
、
障
が
い
の
あ
る
人
、
セ
ク

シ
ャ
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
、
高
齢

者
、
子
ど
も
等
で
あ
る
が
ゆ
え

に
侵
害
さ
れ
て
い
る
状
況
に
目

を
向
け
、
自
分
た
ち
に
で
き
る

こ
と
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
し

た
。
会
場
に
は
「
広
が
れ
」
構

成
団
体
を
中
心
に
20
名
ほ
ど
が

集
ま
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
全

国
の
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
ほ

か
市
民
団
体
・
個
人
が
参
加
し

た
。

活
用
し
た
よ
り
活
発
な
地
域
づ

く
り
が
進
ん
で
い
く
こ
と
で
あ

ろ
う
。
総
合
事
業
や
生
活
支
援

体
制
整
備
事
業
担
当
に
な
り
悩

ん
で
い
る
全
国
の
市
町
村
職
員

も
多
く
見
ら
れ
る
中
、
住
民
の

声
を
聞
き
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な

関
係
者
を
増
や
し
事
業
推
進
チ

ー
ム
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
加

速
化
事
業
は
、
事
業
連
動
を
進

め
る
た
め
に
も
大
変
有
効
な
支

援
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
感
じ

る
。　
　
　
　

 

（
鶴
山　

芳
子
）

の
勉
強
会
を
、
2
0
2
4
年
度

は
初
の
試
み
と
し
て
国
際
Ｐ
Ｔ

と
の
協
働
で
開
催
し
た
。
国
際

Ｐ
Ｔ
で
は
、
こ
れ
ま
で
災
害
時

や
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
在
留
外

国
人
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
や
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前
半
は
、
一
般
社
団
法
人
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
研
究
所
代
表
理

事
の
田
村
太
郎
さ
ん
か
ら
「
多

文
化
共
生
や
外
国
人
問
題
か
ら

普
遍
的
な
人
権
（
ヒ
ュ
ー
マ
ン

ラ
イ
ツ
）
を
考
え
る
」
を
テ
ー

マ
に
基
調
講
演
を
い
た
だ
い
た
。

こ
れ
か
ら
の
日
本
は
人
口
減
少

の
加
速
に
伴
い
、
介
護
や
建
設
、

飲
食
な
ど
の
内
需
型
産
業
で
も

外
国
人
雇
用
が
進
展
し
、
外
国

人
な
し
に
は
社
会
が
維
持
で
き

ず
、
さ
ら
に
外
国
人
が
増
え
て

い
く
現
実
が
あ
る
一
方
で
、
ま

だ
ま
だ
制
度
が
追
い
つ
い
て
お

ら
ず
、
言
葉
の
壁
、
制
度
・
文

化
の
壁
、
心
の
壁
に
直
面
し
て

い
る
人
が
多
数
い
る
。
そ
の
壁

を
低
く
す
る
た
め
に
は
制
度
面

の
整
備
も
含
め
た
取
り
組
み
が

必
要
な
こ
と
か
ら
、
外
国
人
に

声
を
上
げ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、

私
た
ち
の
中
に
あ
る
ア
ン
コ
ン

シ
ャ
ス
バ
イ
ア
ス
に
気
づ
き
、

違
い
を
受
け
入
れ
、
地
域
の
中

で
対
等
な
関
係
で
出
会
う
機
会

を
つ
く
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

外
国
人
の
人
権
が
守
ら
れ
る
地

域
社
会
は
、
す
べ
て
の
人
の
人

権
が
守
ら
れ
る
地
域
社
会
で
あ

り
、
と
も
に
変
化
す
る
共
生
社

会
が
求
め
ら
れ
て
い
る
、
と
締

め
く
く
っ
た
。

　

続
い
て
、
国
際
Ｐ
Ｔ
の
伊
藤

章
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
推
進
国
際
協
議
会

日
本
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
国
際
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
学
生
協
会
）
が
、
こ

れ
ま
で
の
活
動
の
紹
介
と
、
取

り
組
み
を
通
じ
て
多
文
化
共
生

の
主
流
化
が
必
要
で
、
ソ
フ
ト

な
排
外
主
義
的
ム
ー
ブ
や
言
説

の
高
ま
り
・
広
が
り
を
問
い
直

す
こ
と
が
必
要
だ
、
と
課
題
を

い
」
「
幼
い
頃
か
ら
多
文
化
共

生
の
文
化
が
当
た
り
前
だ
と
い

う
良
い
刷
り
込
み
を
し
て
い
く

こ
と
が
大
事
だ
」
等
の
意
見
が

寄
せ
ら
れ
た
。

　

最
後
に
「
広
が
れ
」
の
上
野

谷
加
代
子
会
長
が
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
・
市
民
活
動
に
お
い
て
こ

う
し
た
人
権
を
意
識
す
る
こ
と

は
重
要
で
あ
り
、
ま
た
、
偏
見

排
除
の
感
覚
の
教
育
が
大
事

で
、
そ
れ
は
「
広
が
れ
」
の
使

命
で
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
、

と
ま
と
め
た
。 

（
上
田　

恵
子
）

提
示
し
た
。

　

後
半
は
、
構
成
団
体
を
代
表

し
て
一
般
社
団
法
人
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

市
民
社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
新

田
英
理
子
さ
ん
、
一
般
社
団
法

人
更
生
保
護
女
性
連
盟
の
大
塲

玲
子
さ
ん
、
公
益
財
団
法
人
日

本
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
の
山
本
知
恵
さ
ん

の
3
名
に
よ
る
人
権
の
観
点
か

ら
の
発
表
後
、
会
場
と
オ
ン
ラ

イ
ン
そ
れ
ぞ
れ
で
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
感
想
等
を
共
有
。

「
社
会
に
は
実
態
が
な
い
の
で

自
分
事
に
し
て
い
く
し
か
な

●
４
月
25
日
に
行
っ
た
「
堀
田
さ
ん
を
偲
ぶ
会
」
。
堀
田
さ

ん
の
足
跡
を
た
ど
り
、
来
場
者
の
方
々
と
ふ
れ
あ
い
社
会
を

語
ろ
う
と
、
準
備
で
は
当
日
展
示
用
の
昔
の
写
真
を
た
く
さ

ん
出
し
て
き
て
選
定
作
業
を
し
た
。
み
ん
な
で
「
こ
れ
が
い
い

」

「
そ
れ
も
い
い

」
、
さ
ら
に
堀
田
さ
ん
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

も
尽
き
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
あ
ら
た
め
て
、
た
く
さ
ん
の
“
ふ
れ

あ
い
”
を
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
、
堀
田
さ
ん
。
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みんなで
　新しいふれあい社会を
　　　　　つくりませんか

　

1
月
号
の
清
水
肇
子
さ
ん
の
「
新
・
ひ

と
り
ご
と
」
は
大
変
よ
い
。
何
回
も
く
り

か
え
し
読
む
。
読
む
た
び
に
意
味
が
深
く

胸
に
せ
ま
り
、
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。

　

こ
ん
な
文
章
を
ど
こ
で
考
え
る
の
か
不

思
議
だ
。
胸
を
打
つ
文
章
が
文
字
は
少
な

い
が
書
け
て
い
る
。

　

私
も
こ
ん
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潔
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き
な
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『さぁ、言おう』では、皆様
のご意見や情報をお待ちして
います。掲載記事へのご感想、
地域の助け合い活動や居場所
の情報、日頃気になっている
テーマ、いきがい、社会参加
などなど、ぜひお寄せくださ
い

※付属のハガキや投稿用紙も
　どうぞご利用ください。

〒105 -0011
東京都港区芝公園2-6-8
日本女子会館７階
公益財団法人さわやか福祉財団
『さぁ、言おう』編集部宛
FAX：（03）5470-7755
E-mail：
pr@sawayakazaidan.or.jp

投 稿 募 集
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みんなで
　新しいふれあい社会を
　　　　　つくりませんか

2025.537
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2025.5 38

はり絵・
池田げんえい

編集後記編集後記●池口武志さんのエッセイがス
タートしました（Ｐ18～）。●「活動の現場
から」は、栃木県那須町のさわやかインスト
ラクター荒木純子さんたちが立ち上げた生
活支援団体を取材しました（Ｐ４～）。●当
財団の清水理事長らが登壇して、６月27日
に幕張メッセにおいて日本老年学会と共催
のシンポジウムが行われます（裏表紙）。
●５月５日から１週間は「こどもまんなか
児童福祉週間」です。今年度の標語は、上
欄の村田六花さん（18歳）の作品です。

「いつだって　まんまるまんなか　こどもたち」５月５日（月・祝）～11日（日）は「児童福祉週間」です

「若 竹」

＊お問い合わせは、編集部あるいは社会支援促進チームまでお気軽にご連絡ください。
電話  （03）5470-7751　メール  mail@sawayakazaidan.or.jp

■さわやか福祉財団の活動をさわやかパートナーとしてご支援ください。
『さぁ、言おう』を毎月お手元に
お届けいたします。
さわやかパートナーは、さわやか
福祉財団の理念と活動に共感して
会員としてご支援いただく賛助協
力者の皆さんです。

個　人
年会費

▲ Ａコース  10,000 円
Ｂコース    3,000 円

法　人
年会費
 （1 口）

▲ Ａコース  100,000 円
Ｂコース     20,000 円

『さぁ、言おう』はみんなで新しい社会のあり方を考える問題提起型の情報誌です

公益財団法人さわやか福祉財団の会費は、特別な特典を付与するもの
ではない賛助会費であり、寄付金の一つの形です。

口座名義：公益財団法人さわやか福祉財団
郵便払込  ００１２０- ９- ６６８８５６※

三井住友銀行  浜松町支店  普通預金  口座番号２７５４５７４
みずほ銀行  浜松町支店  普通預金  口座番号３３８３３２６
三菱ＵＦＪ銀行  浜松町支店  普通預金  口座番号３７３１７１４
りそな銀行  芝支店  普通預金  口座番号１１７４２９７

※払込手数料不要の郵便払込取扱票をご用意していますので、お申し出いただければ郵送
　いたします。ただし、窓口にて現金（硬貨）でお振り込みいただく場合は、ゆうちょ銀
　行所定の取扱料金がかかる場合がございます。

一般ご寄付を
いただく場合の

お振込口座

■寄付金は税金の優遇措置が受けられます。
さわやか福祉財団へのご寄付は、所得税、法人税等の優遇措置が受けられます
（さわやか福祉財団は所得税の税額控除対象の公益法人です）。
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編集担当
取材協力
イラスト
レイアウト
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2025年5月10日発行
（毎月1回10日発行）
池田げんえい
塩瀬潔泉
七七舎
福島康子
菊池ゆかり
日本印刷株式会社

5月号
発 行 人
発 行 元

清水肇子
公益財団法人さわやか福祉財団
〒105-0011　
東京都港区芝公園2-6-8 日本女子会館7階
Tel（03）5470-7751  Fax（03）5470-7755
E-mail pr@sawayakazaidan.or.jp
https://www.sawayakazaidan.or.jp
Printed in Japan　

無断複写・無断転載はご遠慮ください©

助け合いを
広げよう！

ひと とりご
新

斉
藤

　節
子

協
議
体
の
活
動
、
始
め
て
十
年

何
か
変
わ
っ
た
だ
ろ
う
か

仲
間
と
出
会
っ
た

　地
域
の
こ
と
を
話
す
場
が
で
き
た

自
分
が
い
て
い
い
ん
だ
と
思
え
る
場
所
を
見
つ
け
た
人
が
い
る

今
ま
で
言
え
な
か
っ
た
「
助
け
て
」
が
言
え
る
よ
う
に
な
っ
た
人
が
い
る

ゴ
ー
ル
は
み
え
な
い

　あ
る
の
か
も
わ
か
ら
な
い

で
も
始
め
な
い
と
何
も
変
わ
ら
な
い

●山梨県南アルプス市元第１層生活支援コーディネーター
最近、地域の短歌の会に入れていただきました。80代、
90代の方々が日々の出来事を瑞々しい歌に詠んでいる姿
に勇気をいただいています。

2025年度 
全国交流フォーラム開催のお知らせ

2025年７月2８日（月）

さわやか福祉財団

　当財団の「新しいふれあい社会づくり」をご支援いただい
ている皆様と一堂に会し、幅広い情報交換と交流を目的とし
た今年度の全国交流フォーラムを開催いたします。

●  詳細は決まり次第、財団ホームページに掲載いたします。
● さわやかパートナーをはじめとするご支援者の皆様には、別途案内状を郵送
いたしますので、お申し込みはそちらをご利用ください。

第１部  さわやかフォーラム　事業報告、トーク等
第２部  さわやか交流会　交流パーティー

第１部：KFC Hall　第２部：第一ホテル両国
（東京都墨田区  都営地下鉄「両国」駅・ＪＲ「両国」駅最寄り）

第１部：無料
第２部：運営協力金として2,000円（当日受付にて）

電話（03）5470-7751　全国交流フォーラム（担当：中村）お問合せ

皆様のご参加をお待ちしています ！

当日は、故堀田力前会長に関する展示も行う予定です

概 要

場 所

参加費

（写真は昨年の
　全国交流フォーラムの様子）
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さわやか福祉財団社会参加推進チーム・高連協事務局　玉置
電　話（03）5470-7751
メール  janca.jimu@sawayakazaidan.or.jp

お問合せ

　さわやか福祉財団が事務局を務める高齢社会ＮＧＯ連携協議会（高連協／
1998年設立・高齢社会への対応対策の推進を目的としたネットワーク団体）が、
６月に千葉市・幕張メッセで開催される第34回日本老年学会総会において、下
記の通り日本老年学会と共催で合同シンポジウムを行います。
　高連協の共同代表である当財団の清水肇子理事長らが登壇し、高連協の活動
を踏まえながら地域とのつながりや社会実装をテーマに講演いたします。
　当財団経由でもお申し込みが可能ですので、関心のある方はぜひご参加くだ
さい。

シンポジウムに高連協共同代表として
清水肇子理事長が登壇

シンポジウムに高連協共同代表として
清水肇子理事長が登壇

第34回日本老年学会総会

合同シンポジウム
「エイジフレンドリーな地域共生社会に向けて」

日本老年学会総会と共催

◆ 日  時：６月27日（金）～６月29日（日）
◆ 場  所：幕張メッセ（千葉県千葉市美浜区中瀬２-１）

ＪＲ京葉線「海浜幕張」駅から徒歩５分

● 合同シンポジウムは、６月27日（金）13:20～15:20　
　幕張メッセ国際会議場２F［201会議室］で行われます。

◆ 参加申込締切：６月20日（金）正午

※日本老年学会総会の詳細は下記ホームページからご確認ください。
　高齢社会ＮＧＯ連携協議会ホームページ　https://www.janca-jp.com/

高連協参加団体経由でのお申し込みは無料です。
詳しくは、下記担当へお問い合わせください。

登壇者    駒村康平氏（慶應義塾大学経済学部教授・
ファイナンシャル・ジェロントロジー研究センター長）

荒井秀典氏（日本老年学会理事長）
狩野光伸氏（岡山大学副学長）
清水肇子　（さわやか福祉財団理事長・高連協共同代表）
杉啓以子　（ＮＰＯ法人日本世代間交流協会会長・高連協理事）
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さわやか福祉財団社会参加推進チーム・高連協事務局　玉置
電　話（03）5470-7751
メール  janca.jimu@sawayakazaidan.or.jp

お問い合わせ

　当財団が事務局を務める高齢社会ＮＧＯ連携協議会（高連協／1998年設立・
高齢社会への対応対策の推進を目的としたネットワーク団体）が、６月に千葉
市・幕張メッセで開催される第34回日本老年学会総会において、下記の通り日
本老年学会と共催で合同シンポジウムを行います。
　高連協の共同代表である当財団の清水肇子理事長らが登壇し、高連協の活動
を踏まえながら地域とのつながりや社会実装をテーマに講演いたします。
　一般の方の参加も可能ですので、ご関心のある方はぜひお申込みください。

シンポジウムに高連協共同代表として
清水肇子理事長が登壇

シンポジウムに高連協共同代表として
清水肇子理事長が登壇

第34回日本老年学会総会

合同シンポジウム「エイジフレンドリーな地域共生社会に向けて」

日本老年学会学術集会と共催

◆ 日  時：６月27日（金）～６月29日（日）
◆ 場  所：幕張メッセ（千葉県千葉市美浜区中瀬２-１）

ＪＲ京葉線「海浜幕張」駅から徒歩５分

● 合同シンポジウムは、６月27日（金）13:20～15:20　
　幕張メッセ国際会議場２F［201会議室］で行われます。

◆ 参加申込締切：６月20日（金）正午

※日本老年学会総会の詳細は下記ホームページからご確認ください。
　高齢社会ＮＧＯ連携協議会ホームページ　https://www.janca-jp.com/

高連協参加団体経由でのお申し込みは無料です。
詳しくは、下記担当へお問い合わせください。

＜登壇者＞  駒村康平氏（ファイナンシャル・ジェロントロジー研究センター長・
慶應義塾大学経済学部教授）

荒井秀典氏（日本老年学会理事長）
狩野光伸氏（岡山大学副学長）
清水肇子　（高連協共同代表）
杉啓以子　（高連協理事）
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令和7年5月10日発行（毎月1回10日発行）　通巻381号　

人生100年時代  共生社会の生き方情報誌人生100年時代  共生社会の生き方情報誌

画像 01 背 2.0mm
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